
H1 絆 × 笑顔①

これからの介護をつくる人たち。

H1 絆 × 笑顔①



P03 絆 × 笑顔③

酒井  有希 さん（左）

株式会社フレンド
グループホームふれんど楡木 （職員）

田中  ミヤ さん（右）

株式会社フレンド
グループホームふれんど楡木　（ご利用者）

「先日ミヤさんのお孫さんの結婚式に出席させてもらい 、一緒に東京まで行ったんです！」とうれしそうに語る酒井さん。毎日

５回も歯磨きをするほどキレイ好きなミヤさんは、酒井さんがすすめたネイルをきっかけにおしゃれ心に火がついた。「明日は

どの服を着ようかしら？」「どんなネイルにする？」とおしゃれの話を交わす時間が 酒井さんにとって幸せを感じる時間だと語

る。「私、人から助けてもらうことがたくさんあって、自分も何か人の役に立つ仕事がしたいと思い介護の世界に飛び込んだん

です」ミヤさんやご家族の感謝の言葉に毎日励まされる酒井さんは、新しいユニフォームをミヤさんにお披露目した。
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P2（H2）絆 × 笑顔②

浜田  直見 さん（右）

社会医療法人至仁会
介護老人保健施設　遊 （職員）

室井  弘 さん（左）

社会医療法人至仁会
介護老人保健施設　遊　（ご利用者）

コーヒーとおしゃべりが大好きな室井さんにとって、至福の時間はなんといってもコーヒータイム。お気に入りは、施設内の喫

茶コーナーで豆からひいた一杯だ。コーヒーのお供は、居室フロア担当で気心の知れた浜田さん。カップ片手に隣り合い、たわ

いない 話で顔をほころばせ合うことはしょっちゅうだ。「室井さんは褒め上手だから、一緒におしゃべりしていると気分がよく

なるんです」と明かす浜田さんによると、室井さんはファッションに目がなく、「そのシャツ、いいね！」から会話が弾むことも多

いそう。おしゃれな洋服を着ていると「その服、俺にも買ってきてくれよ」とせがまれることもあるのだとか。
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P05 P04絆 × 笑顔④絆 × 笑顔⑤
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伊藤  千波 さん（左）佐原  悠太 さん（右）

株式会社ライフヘルプサービス
グループホーム ゆらり大和 （職員）

原  弘子 さん（中央）

株式会社ライフヘルプサービス
グループホーム ゆらり大和　（ご利用者）

優しく、情に厚い原さん。同施設内の利用者だけでなく、職員の体調にも気を配る。佐原さんが夜勤中に体調不良になったとき

には、何も言っていないのに「あんた大丈夫？」と気付いてくれた。「あんたが心配で寝られないよ！」と夜中に起きてきてくれ

たりもしたそうだ。入社 9カ月の千波さんには「がんばればいいね」とほほ笑んだ。「笑顔がいいんです。あの笑顔を見るとがん

ばろうと思えるんです」と千波さんは語る。3 人 並ぶと笑顔が 絶えない 。原さんの笑顔が 笑顔を呼びこんでいるのだろう。ゆら

り大和には今日も笑顔があふれている。
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御守  美里 さん（右）

株式会社アライブメディケア
アライブ世田谷下馬　（介護スタッフ）

堤  澄子 さん（左）

株式会社アライブメディケア
アライブ世田谷下馬　（ご入居者）

「人への感謝の気持ちを忘れないように」と語る澄子さんの楽しみは、週２回の趣味の麻雀大会。「なかなか勝てないのよ」と

ちょっと照れ笑い。その横で「もともと介護の仕事に興味はなかったんです。でも、たまたま前の飲食業の仕事で高齢者のお客

様が多くて、もっと役に立てる仕事がないかとインターンシップに参加していまの職場へ入りました」と御守さん。さて、幼少時

代にベーブルースに花束贈呈をしたこともある、そんな澄子さんのもう一つの趣味はピアノの演奏。時には御守さんと一緒に

弾くことも。ピアノの演奏をしながら、「皆さんも身体に気を付けて長生きしなさいよ」と澄子さんは優しくほほ笑んだ。

P05 P04絆 × 笑顔④絆 × 笑顔⑤



P07 P06絆 × 笑顔⑥絆 × 笑顔⑦

絆 ×笑顔

後呂  文子 さん（左）

社会福祉法人京都老人福祉協会
稲荷の家ほっこり　（職員）

大橋  敏子 さん（右） ご利用者のお嬢ちゃん

社会福祉法人京都老人福祉協会
稲荷の家ほっこり　（ご利用者）

「おばあちゃん、見て見てー」。優しく見つめる文子さん、大橋さんは、とびきりの笑顔だ。１階に高齢者、2 階にママと子どもた

ちが集う、「稲荷の家ほっこり」ならではの光景だ。祖母が病気になったことがきっかけで、保育士と介護福祉士の資格を身に

つけた文子さん。施設を見学して、自分にぴったりだと思った。以前の大橋さんは、訪問介護に行くたびに、触らんといて、ほっ

といて。しかし、文子さんが「大橋さん」と根気強く笑顔で呼びかけるうち、「おおきに」と返すように。「大橋さんはコーヒー大

好きよねー。私と一緒に飲むの、楽しい？」「うん！」。また、とびきりの笑顔だ。
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大川  祥平 さん（左）

社会福祉法人生活クラブ風の村
デイサービスセンター流山 （職員）

櫻栄  澄子 さん（右）

社会福祉法人生活クラブ風の村
デイサービスセンター流山　（ご利用者）

自 慢の帽子とジャケットでおしゃれした澄子さんがにこやかに出迎えてくれた。澄子さんに寄り添う大川さんは介護職１年生

だ。「デスクワークより、人に寄り添って、人の役に立てる仕事がしたかったんです！」と目を輝かせて語る。「澄子さんはお昼ご

飯に洋食が出るとすごく喜ばれるんです」と自分のことのように語る大川さん。「仕事を始めたばかりのときは、なかなかご利

用者様と意思疎通ができなくて悩みましたが 、６月にみんなでひまわり畑を見に行ったときに、澄子さんとも心が 通い 合った

瞬間があって前向きになれました」と澄子さんの手を握る大川さんは仕事への意欲を笑顔でみせてくれた。
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P07 P06絆 × 笑顔⑥絆 × 笑顔⑦



P9 P8絆 × 笑顔⑧絆 × 笑顔⑨

吉岡  いずみ さん（左）

社会福祉法人友愛十字会
特別養護老人ホーム 砧ホーム　（職員）

岡村  スエノ さん（右）

社会福祉法人友愛十字会
特別養護老人ホーム 砧ホーム　（ご利用者）

身内の介護がきっかけで介護の世界に入った吉岡さん。ご利用者様の「ありがとう」が日々の活力だと語る。スエノさんはお祭

りが大好き。施設主催のお祭りや、書道の会に参加することをいつも楽しみにしている。「お祭りでいろいろと試食するのが大

好きで、特にサイダーがお気に入りなんです」と吉岡さん。「もっとびっくりなのがスエノさん、実はマヨラーなんですよ。何にで

もマヨネーズをかけて召し上がるのが好きで、食事の時間を楽しんでいらっしゃいます」とスエノさんの様子をイキイキと語る

吉岡さんに、スエノさんの笑顔が「いつも、ありがとう」と語りかけているようだ。

小鹿  泰寛 さん（右）田中  幸子 さん（左）

社会福祉法人 彩光会
特別養護老人ホームあけぼの　（職員）

吉田  イヨ子 さん（中央）

社会福祉法人 彩光会
特別養護老人ホームあけぼの　（ご利用者）

「イヨ子さん、こないだ食堂で昔のアイドルの歌を大声で歌っていましたよね」と田中さんがちゃかすと、照れながらも、他にビ

ジュアル系ロックバンドも好きだと明かすイヨ子さん。「こない だの T V の 音 楽番組も録画したの。みんなにも見せてあげ たく

て」。お気に入りの曲は I Cレコーダーに録音して持ち歩いている。レコーダーの収納ケースはイヨ子さんお手製だ。手先が器用

で面 倒 見もい い た め、手 芸 のレクでは 積 極 的に 他 の 利 用 者を手 伝い ながら楽しい 話で笑 わせる。そんなイヨ子さんにこの日

たっぷり笑わせてもらったのは、若手職員の小鹿さん。サービス精神あふれたイヨ子さんは、みんなにとってのアイドルなのだ。
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P09 P08絆 × 笑顔⑧絆 × 笑顔⑨



西前  美希 さん（左）

株式会社菱栄ライフサービス
ロイヤルライフ奥沢　（職員）

時久  亀美恵 さん（右）

株式会社菱栄ライフサービス
ロイヤルライフ奥沢　（ご利用者）

時久さんはお酒が大好き。「さすが高知生まれの淑女ですよね！　昔は車の免許も持っていたらしいですよ」と西前さんが感心

する。「昔は海外旅行もたくさん行って、フランス、イタリア、イギリス等々数えきれないぐらい」とうれしそうに語る時久さん。

「何処が一番よかったですか？」と西前さんが尋ねると、「やっぱり高知が一番！」とにこやかに答えた。「時久さんは、施設のイ

ベントは必ず出席されて、いつも元気で穏やかです。職員に気配りをしてくれて、優しい方なんです。将来私もそんな女性にな

りたいですね」と語る西前さん。今日もこれから大好きな算数ドリルの解答だ。

P11 P10絆 × 笑顔⑩絆 × 笑顔⑪
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妻木  みなみ さん（左）

社会福祉法人かつみ会
特定施設エンゼルの丘　（職員）

村上  誠 さん（右）

社会福祉法人かつみ会
特定施設エンゼルの丘　（ご利用者）

自慢の黒いジージャンを出して満面の笑みを見せる誠さん。「もともとデザイナーをしていて、百貨店で婦人服の担当を３０年

近くやったよ」。「いつもこうやって二人で明日着る服を決めるんです。楽しいですよ」と妻木さんもにっこり。「事務職志望で施

設に入って、３カ月間の体験で介護のお手伝いをしていたんです。でもご利用者様と接して介護現場での仕事の魅力にとりつか

れちゃいました！」と妻木さんと誠さんは笑顔を交わした。「気に入った服があったら持っていきな」と言う誠さんに、「この服は

誠さんが着るから似合うんだよ」と返す妻木さん。誠さんは照れ笑いだ。エンゼルの丘に黒いジージャンの季節がやってきた。
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P11 P10絆 × 笑顔⑩絆 × 笑顔⑪



P13 P12絆 × 笑顔⑫絆 × 笑顔⑬

鈴木  英美 さん（左）

社会福祉法人若竹大寿会
わかたけの杜　（職員）

佐々木  幸子 さん（右）

社会福祉法人若竹大寿会
わかたけの杜　（ご利用者）

佐々木さんは北海道出身。もともと編み物が好きで、着物やテーブルクロスを作るのが得意。息子さんがいる神奈川県に引っ

越してからは、昔作った編み物を出してきて、訪問介護ヘルパーで毎日会う鈴木さんと楽しくおしゃべり。「すごい！　このレー

スの編み物って何カ月かけて作ったの？」「これなら、1 週間もかからないわよ」「えー、今度やり方教えて！」二人のおしゃべり

は尽きることがない。いまでは佐々木さんと話がしたいと、多くの人が佐々木さんの部屋に大集合。鈴木さんもその一人。部屋

でのお茶会でも編み物のことはよく話題に上がる。「編み物のことなら私に任せて」

蛯名  蒼 さん（中央）

株式会社ベストライフ
ベストライフ相模原　（職員）

山下  澄子 さん（右） 岩倉  京子 さん（左）

株式会社ベストライフ
ベストライフ相模原　（ご入居者）

澄子さんと京子さんは大の仲良し。二人が揃うと大いに会話が盛り上がる。そんな二人にとって蛯名さんは「かわいい孫のよう

だね！」と笑顔がこぼれる。「私、おばあちゃん子で昔からお年寄りの力になりたいと思っていました。学生のときは吹奏楽を介

護施設で演奏するのが 楽しみで、もっと何かお年寄りの力になりたいと、介護の仕事を選びました」と笑顔で蛯名さんは語っ

た。澄子さんと京子さんは何をするのも二人が楽しい。カラオケは京子さんが歌って澄子さんが聴き役。「毎日お二人から元気

をもらっています。毎日が楽しいです」と３人の笑い声が響き合う。

K
IZ

U
N

A×
E

G
A

O

K
IZ

U
N

A×
E

G
A

O

絆 ×笑顔絆 ×笑顔
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森 亮太さん（右後方）大津 絢美さん（左後方）

社会福祉法人新生寿会
高齢者保健福祉施設 ありすの杜　きのこ南麻布　（職員）

赤井  冨美子さん（左） 大岩  ツルさん（右）

社会福祉法人新生寿会
高齢者保健福祉施設 ありすの杜　きのこ南麻布　（ご利用者）

この仕事に就く前、「認知症の人とは意思疎通ができないと決めつけていた」と打ち明ける亮太さんは、目を合わせてゆっくり話

せば伝わるということを、ツルさんから学んだ。「ツルさんは、プラス思考の言葉が多い“愛されキャラ”。だから落ち込んだとき

には、逆に元気をもらっています」と亮太さん。野球観戦が共に好きだという絢美さんと冨美子さん。「一緒に球場に行って、ビー

ルを飲みながら盛り上がります」と笑う。一緒にいると安心できるから「冨美子さんの体調が悪いと悲しくなります」と絢美さん。

冨美子さんは言葉で伝えることはできないが、「いつでも一緒で家族みたい」と言う絢美さんには、心の言葉は届いている。

原田  宏貴 さん（左）

株式会社ニチイケアパレス
ニチイホーム朝霞　（職員）

森田  高子 さん（右）

株式会社ニチイケアパレス
ニチイホーム朝霞　（ご利用者）

高子さんは現役の華道・茶道の先生であり、師範名は高山松汀。「先生にはお弟子さんがたくさんいらして、いまも定期的に自宅

で教えていらっしゃり、充実した日々を送られています」。原田さんも高子さんを先生と呼ぶ。「私は人とコミュニケーションをとる、

人を助ける仕事に関わりたくて介護の世界に入りましたが先生のような方に教わることの方が多いですけど」と語る原田さん。

「施設に華道を教える先生が来た際、森田さんが代わって教えることもあるくらいですよ」と自分のことのようにうれしそうだ。「私

は華道・茶道を通して人との交流を一番大事にしているのよ！」とあふれんばかりの笑顔で語る高子さんはまさしく松汀先生だ。
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P17 P16絆 × 笑顔⑯絆 × 笑顔⑰

岩田  茜 さん（右）瀧山  美咲 さん（左）

社会福祉法人東の会
特別養護老人ホーム みたけ　（職員）

有園  ミツ子 さん（中央）

社会福祉法人東の会
特別養護老人ホーム みたけ　（ご利用者）

「バナナが大好き！」。そんなミツ子さんのために、毎年、バナナグッズの誕生日プレゼントを選んでいるのが瀧山さんだ。入居か

ら3年、抱き枕やアイロンプリントした Tシャツなどでミツ子さんを喜ばせてきた。食事が難しくなったときは、使いやすい食器や

スプーンを探し、食べやすくする工夫も続けた。「自分で食べてもらえたとき、本当にうれしかったです」と瀧山さんがほほ笑め

ば、ミツ子さんも「私、この人、大好きなの」とにっこり。二人を間近に見てきた後輩の岩田さんは、ミツ子さんの一番のお気に入

りはバナナ柄の帽子なのだと話す。「目にするたびにうれしそうに指差すんです。二人みたいに深い絆を作っていきたいですね」

小池  信 さん（左）

社会福祉法人若竹大寿会
わかたけ青葉　（職員）

岩佐  慶子 さん（右）

社会福祉法人若竹大寿会
わかたけ青葉　（ご利用者）

施設に入る前はイチゴを育てる農家だった岩佐さん。いまでも植物を育てることが大好き。そんな岩佐さんを思って、ご家族が

持ってきてくださるのも花や植物が多い。もらった花や植物をベランダで育てている。植物に詳しくない小池さんは、時には水

のやり方などを教えてもらうこともあるそう。花を眺めている岩佐さんの姿を見ると、「お花に水をあげましょうか？」と声を掛

け、二人で水やり。「花はやっぱり和むね。明日も水やりをお願いね」「また、一緒に水をあげましょうね！」
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住川  愛 さん（右）髙橋  良仁 さん（左）

HITOWAケアサービス株式会社
イリーゼ八王子　（ホーム長）／（介護スタッフ）

荒木  壽美子 さん（中央）

HITOWAケアサービス株式会社
イリーゼ八王子　（ご利用者）

「おい息子、ちゃんと仕事しているか！」と元気よく壽美子さんに声を掛けられたホーム長の髙橋さん。「壽美子さんは職員に対し

ても家族と同じように接してくれ、私たちが励まされちゃうんですよ」と照れ笑いで語る。介護スタッフの住川さんは、「私は母も介

護の仕事をしていたのと、おじいちゃん、おばあちゃん子だったので、この仕事にすんなり入ることができました」とにこやかに語

る。「壽美子さんは園芸や料理のレクが大好きで、この間のアイスクリームづくりも積極的に参加してくださり、楽しそうでした」と

うれしそうに話す住川さんと壽美子さんは実の孫とおばあちゃんのようだ。木漏れ日の中、３人の笑顔が絶えることはない。

津村  佳宏 さん（右）

株式会社東急イーライフデザイン
ライフ二クス高井戸 （スタッフ）

遠藤  美都子 さん（左）

株式会社東急イーライフデザイン
ライフ二クス高井戸　（ご入居者）

遠藤さんは住宅内の人気者。すれ違えば、スタッフでも他のご入居者でも皆が手を振り声を掛ける。愛らしい笑顔で手を振る姿

は、年齢をまったく感じさせない 。津村さんはそんな遠藤さんの笑顔に励まされるひとり。「当初はご自身の話をよくしてくれ

ましたが 、最近は『今日は泊まりなの？』『奥さんやお子さんはどうしているの？』と私のことを気にかけてくださいます。遠藤

様のお部屋に来るとホッとするんです。ありが たい 存在です」津村さんはそう語る。一方の遠藤さんも、「安心しますよ。ホッと

するの」。津村さんが耳元で声を掛けると、うれしそうに笑う遠藤さん。どうやらこの二人は相思相愛のようだ。

K
IZ

U
N

A×
E

G
A

O

絆 ×笑顔

P19 P18絆 × 笑顔⑱絆 × 笑顔⑲
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氏家  愛菜 さん（右）

社会福祉法人吉祥会
寒川ホーム　（職員）

梶原  よね子 さん（左）

社会福祉法人吉祥会
寒川ホーム　（ご利用者）

施設に入居する前は町の文房具屋さんだった梶原さん。いまでも施設で駄菓子屋や物販のイベントがあるときにはイキイキと

した姿を見せる。そんな梶原さんと氏家さんとの出会いは、氏家さんがまだ学生のアルバイトをしていたころ。氏家さんが介護

の 仕 事で初 めて関 わった の が 梶 原さんだった 。アル バイトを通して介 護 の 仕 事 の 楽しさに 気 付 い た 氏 家さん。そのまま寒 川

ホームに入社して早 2 年。すっかり一人前になった氏家さんは、当時を思い返しながら、よく梶原さんと一緒にお散歩をするそ

うだ。今日は、湘南の海まで一緒にお散歩。I N D E X

H E L P M A N  J A P A N  C O N T E N T S

介 護 の 可 能 性 を 最 大 限 に
介 護 の 未 来 は も っ と 進 化 す る

～ こ れ か ら の 高 齢 社 会 を 支 え る I C T ・ ロ ボ ッ ト に 注 目 ！ ～

22

62

58

●オリックス･リビング株式会社　●パナソニック株式会社　●社会福祉法人 善光会
●トリプル・ダブリュー・ジャパン株式会社　●ヤマハ発動機株式会社

特 集

Q& A

介護業界で働くには？カンタン 解説編　介護の仕事の探し方

44どう変わる？日本の未来。

気 に な る ギ モ ン を 解 消 。 介 護 の お 仕 事 っ て 実 際 ど う な の ？

「介護」×「 I C T」「ロボット」

～ い ろ い ろ な 介 護 の お 仕 事 を の ぞ い て み よ う ～

～「介護」といってもいろいろある！業態別介護のお仕事～

46

社会福祉法人中川徳生会　
グリーンライフ東日本株式会社　
株式会社ユニマット リタイアメント・コミュニティ
株式会社ソラスト
メディカル・ケア・サービス株式会社

I N T E R V I E W

みつけよう！　自分に合った介護のお仕事

K
IZ

U
N

A×
E

G
A

O

特別養護老人ホーム

有料老人ホーム

デイサービス

訪問介護

グループホーム

P21 P20絆 × 笑顔⑳目次
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P23 P22【特集 TOP】　左 【特集 TOP】　右

これからの高齢社会を支えるICT・ロボットに注目！

「介護」 「ICT」
「ロボット」

INTERVIEW

01 オリックス･リビング株式会社
壁収納型介護リフトや見守りシステムを共同開発
省力化を図り、本来のサービスを手厚く

ORIX  L i v i ng  Co rpo ra t i on

社会福祉法人 善光会
「介護ロボット・人工知能研究室」も設立！
人の手とロボットを融合した、新たな介護へ

Soc ia l  We l f a r e  Co rpo ra t i on  Zenkouka i

パナソニック株式会社
1 0 年に及ぶ開発から誕生した「リショーネ P l u s」

ベッドと車いすの一体化で移乗介助を不要に

Pana son i c  Co rpo ra t i on

トリプル・ダブリュー・ジャパン
株式会社

介護時間は３割削減、おむつ代は半分に
世界初！　排泄予知デバイスが介護を変えた！

T r i p l e  W

03

ヤマハ発動機株式会社
車いすを人に近づけて、生活をアシスト
ヤマハ発動機が生んだ、電動車いす

Yamaha  Mo to r  Co . ,  L t d .

05

04

02

介護の可能性を最大限に

介護の未来はもっと進化する

特集

P23 P22【特集 TOP】　左 【特集 TOP】　右
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P25 P24特集①介護 × ロボット・IT特集①介護 × ロボット・IT

01

　

オ
リ
ッ
ク
ス
･
リ
ビ
ン
グ
は
、関
東
圏
と

関
西
圏
に
合
わ
せ
て
住
宅
型
有
料
老
人

ホ
ー
ム
２4
施
設
、介
護
付
き
有
料
老
人
ホ
ー

ム
5
施
設
を
運
営
し
て
い
ま
す
。当
初
は
各

オ
リ
ッ
ク
ス
･
リ
ビ
ン
グ

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を

設
立
し
先
進
機
器
を
共
同
開
発

オリックス･リビング株式会社
ORIX Living Corporat ion

壁収納型介護リフトや見守りシステムを共同開発

省力化を図り、本来のサービスを手厚く

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

淑徳大学社会福祉学部社会福祉学科課程修了。２００９年４月
にオリックス･リビング株式会社へ入社し、グッドタイム リビ
ング 流山 壱番舘のケアアテンダントとして配属。その後、ケ
アリーダー、ケア主任を経て、２０１６年１１月より現職。２０
１３年の業務タブレット導入時には「タブレットチーム」の一
員として実証に参加し、ケア現場のタブレットの導入･浸透に尽
力。

オリックス･リビング株式会社
グッドタイム リビング 流山 壱番舘　ケアアテンダントマネージャー

｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜

熊澤 遥さん

I N T E R V I E W

施
設
に
一
般
的
な
設
備
を
設
置
し
て
い
ま

し
た
が
、２
０
１
３
年
に「
オ
リ
ッ
ク
ス
･
リ

ビ
ン
グ 

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」を

設
立
し
、各
社
と
居
室
見
守
り
シ
ス
テ
ム
や

壁
収
納
型
介
護
リ
フ
ト
な
ど
を
共
同
開
発

し
て
き
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
導
入
に
よ
り
、

介
護
ス
タ
ッ
フ
の
大
幅
な
省
力
化
と
、ゲ
ス

ト（
入
居
者
）の
安
全
・
安
心
や
快
適
性
を
向

上
。そ
れ
と
と
も
に
、介
護
支
援
シ
ス
テ
ム

製
品
や
イ
ン
カ
ム
シ
ス
テ
ム
も
導
入
、施
設

全
体
の
業
務
効
率
化
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、２
０
１
６
年
６
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た「
グ
ッ
ド
タ
イ
ム 

リ
ビ
ン
グ 

流
山 

弐
番

舘
」に
導
入
し
た
こ
れ
ら
の
最
新
設
備
に
つ

い
て
、順
番
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
、イ
ン
カ
ム
に
つ
い
て
。P
H
S
か

ら
リ
プ
レ
イ
ス
し
た
も
の
で
す
。例
え
ば
ケ

ア
コ
ー
ル
が
鳴
っ
た
と
き
、従
来
は
1
対
1

の
通
話
し
か
で
き
な
い
P
H
S
で
一
人
ひ

と
り
に
連
絡
し
、対
応
で
き
る
ス
タ
ッ
フ
を

探
し
て
い
ま
し
た
。1
対
多
で
通
話
で
き
る

イ
ン
カ
ム
に
切
り
替
え
て
か
ら
は
、一
斉
に

連
絡
で
き
る
よ
う
に
な
り
、対
応
で
き
る
ス

タ
ッ
フ
を
即
座
に
決
め
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
手
間
を

大
幅
に
削
減
で
き
ま
し
た
。

　

次
に
、介
護
支
援
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
。

「
C
a
r
e
‐
w
i
n
g
」と
い
う
製
品
を
導

入
し
、従
来
、エ
ク
セ
ル
に
入
力
し
紙
に
印

刷
し
て
共
有
し
て
い
た
稼
働
表
作
成
・
運
用

業
務
を
効
率
化
さ
せ
ま
し
た
。稼
働
表
と

は
、各
ゲ
ス
ト
の
１
日
の
ケ
ア
の
予
定
と
実

績
を
記
録
す
る
も
の
で
す
が
、ゲ
ス
ト
か
ら

入
浴
や
食
事
な
ど
の
急
な
キ
ャ
ン
セ
ル
が

入
る
と
、ス
タ
ッ
フ
が
手
作
業
で
修
正
し
全

イ
ン
カ
ム
を
導
入
し

全
ス
タ
ッ
フ
に
一
斉
連
絡

対
応
者
を
即
座
に
選
出

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ス
タ
ッ
フ
に
配
り
直
し
て
い
ま
し
た
。特
に

規
模
の
大
き
な
施
設
で
は
、こ
れ
が
大
き
な

手
間
と
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

　
「
C
a
r
e
‐
w
i
n
g
」の
導
入
に
よ
っ

て
、居
室
に
出
入
り
す
る
際
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
読
み
取
る
こ
と
で
、い
つ
誰
が
何
の
ケ
ア

を
し
た
か
を
簡
単
に
記
録
で
き
、変
更
が

入
っ
て
も
簡
単
操
作
で
修
正
し
、全
員
と
共

有
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。プ
リ
ン
ト

ア
ウ
ト
し
コ
ピ
ー
す
る
必
要
も
な
く
な
り
、

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、記
録
デ
ー
タ
は
そ
の
ま
ま
介
護
保
険

給
付
請
求
に
使
う
こ
と
が
で
き
、経
理
業
務

の
効
率
化
も
図
れ
て
い
ま
す
。

介
護
支
援
シ
ス
テ
ム
で

稼
働
表
作
成
・

運
用
業
務
を
効
率
化

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P25 P24特集①介護 × ロボット・IT特集①介護 × ロボット・IT
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P27 P26特集①介護 × ロボット・IT特集①介護 × ロボット・IT

　

最
後
に
、「
居
室
見
守
り
シ
ス
テ
ム
」に
つ

い
て
で
す
。「
N
e
o
s
＋
C
a
r
e
」と
い

う
製
品
で
、介
護
機
器
メ
ー
カ
ー
の
ノ
ー
リ

ツ
プ
レ
シ
ジ
ョ
ン
株
式
会
社
と
共
同
開
発

を
行
い
ま
し
た
。こ
れ
は
、「
ス
ペ
シ
ャ
ル
ケ

ア
フ
ロ
ア
」の
ベ
ッ
ド
を
見
下
ろ
す
高
い
位

置
に
セ
ン
サ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
を
設
置
し
、ゲ
ス

ト
の
動
作
を
検
知
す
る
と
撮
影
動
画
を
配

信
し
て
ス
タ
ッ
フ
が
効
率
的
に
必
要
な
行

動
を
と
れ
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
も
の
。転

「
居
室
見
守
り
シ
ス
テ
ム
」で

ゲ
ス
ト
の
転
倒
防
止
と

ス
タ
ッ
フ
の
省
力
化

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
「
グ
ッ
ド
タ
イ
ム 
リ
ビ
ン
グ 

流
山 

弐
番

舘
」に
は
、日
々
の
生
活
に
不
安
の
あ
る
ゲ

ス
ト
の
た
め
の「
ス
ペ
シ
ャ
ル
ケ
ア
フ
ロ

ア
」が
あ
り
、そ
の
ベ
ッ
ド
の
頭
上
部
分
に

は「
壁
収
納
型
リ
フ
ト
」を
取
り
付
け
て
い

ま
す
。ゲ
ス
ト
が
ベ
ッ
ド
に
寝
た
ま
ま
の
状

態
で
シ
ー
ト
に
包
み
込
ん
で
リ
フ
ト
ア
ッ

プ
し
、３
６
０
度
回
転
で
き
る
多
関
節
自
在

ア
ー
ム
に
よ
っ
て
リ
フ
ト
ア
ッ
プ
状
態
の

ま
ま
室
内
を
回
転
。洗
面
台
や
ト
イ
レ
に
楽

に
移
動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。介
護
リ

フ
ト
メ
ー
カ
ー
の
株
式
会
社
モ
リ
ト
ー
と

当
社
が
共
同
開
発
し
ま
し
た
。

　

そ
も
そ
も
こ
の
開
発
に
は
介
護
ス
タ
ッ

フ
の
負
荷
の
低
減
と
い
う
目
的
が
あ
り
ま

し
た
が
、当
初
は
社
内
に
も「
ゲ
ス
ト
を
吊

り
上
げ
る
な
ん
て
」と
い
う
抵
抗
感
も
あ
り

ま
し
た
。し
か
し
、調
べ
て
み
る
と
ス
タ
ッ

フ
の
移
乗
技
術
に
は
個
人
差
が
あ
り
、力
の

な
い
小
柄
な
女
性
が
多
い
こ
と
も
あ
っ
て
、

ゲ
ス
ト
の
側
に
も
不
安
や
不
満
を
感
じ
る

場
合
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
す
。導

入
し
て
み
る
と
、リ
フ
ト
に
包
み
込
ま
れ
、

機
械
に
よ
る
安
定
し
た
移
乗
に
よ
っ
て
、ゲ

ス
ト
に
安
心
感
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
分

か
っ
て
き
ま
し
た
。そ
の
と
き
に
私
た
ち

は
、「
必
ず
し
も
人
の
手
で
行
う
こ
と
が
最

善
と
は
限
ら
な
い
」こ
と
に
気
付
か
さ
れ
た

の
で
す
。そ
し
て
、ス
タ
ッ
フ
の
腰
痛
が
激

減
す
る
と
い
う
大
き
な
効
用
も
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

な
お
、リ
フ
ト
は
居
室
だ
け
で
な
く
、浴

室
に
も
天
井
レ
ー
ル
タ
イ
プ
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

「
壁
収
納
型
介
護
リ
フ
ト
」で

ゲ
ス
ト
の
安
心
感
醸
成
と

ス
タ
ッ
フ
の
腰
痛
を
低
減

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

オリックス･リビングが介護用品メーカーと共同開発した壁収納型介護リフト。介護スタッフ 1名で楽に装着でき、いつでもすぐに使うことができる。
360度の多関節自在アームにより、ベッドから洗面台、トイレに素早く移動可能。トイレ介助も楽々に

倒
事
故
が
一
番
多
く
起
こ
っ
て
い
る
の
が

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
空
間
の
居
室
内
で
あ
る
こ

と
に
着
目
し
、そ
こ
か
ら
優
先
的
に
導
入
し

ま
し
た
。ま
ず
、ゲ
ス
ト
の
動
作
は
①
起
き

上
が
り
、②
端
坐
位
、③
立
ち
上
が
り
、④
離

床
、⑤
ず
り
落
ち
の
５
段
階
が
設
定
可
能

で
、例
え
ば
問
題
な
く
起
き
上
が
れ
る
も
の

の
、立
ち
上
が
り
に
は
不
安
が
あ
る
と
い
う

ゲ
ス
ト
の
場
合
、②
の
段
階
か
ら
発
報
す
る

よ
う
に
設
定
で
き
ま
す
。発
報
と
同
時
に
、

ゲ
ス
ト
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
シ

ル
エ
ッ
ト
画
像
を
配
信
。赤
外
線
を
用
い
た

距
離
セ
ン
サ
ー
に
よ
る
３
次
元
の
立
体
形

状
の
認
識
を
行
う
た
め
、人
の
行
動
を
正
確

に
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。端
坐
位
と

な
っ
て
も
そ
の
後
ま
た
横
に
な
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、画
像
で
経
過
を
確
認

し
、横
に
な
る
気
配
が
あ
れ
ば
居
室
に
向
か

わ
な
く
て
も
済
み
ま
す
。こ
れ
で
、転
倒
防

止
と
と
も
に
ス
タ
ッ
フ
の
省
力
化
も
図
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、録
画
を
確
認
す
る
こ
と
で
、そ
れ

　

以
上
の
よ
う
に
、ス
タ
ッ
フ
の
省
力
化
や

効
率
化
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
で
、今
後
当
社

で
は
本
来
介
護
ス
タ
ッ
フ
が
取
り
組
む
べ

き
〝
人
の
手
に
よ
る
ケ
ア
〞
に
一
層
注
力

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。こ
の
ほ

ど
、「
ゲ
ス
ト
に
と
っ
て
最
良
の
ケ
ア
」「
毎

日
が
ワ
ク
ワ
ク
す
る
賑
わ
い
」「
一
緒
に
叶

え
る
夢
」と
い
う
３
つ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ

直
し
ま
し
た
が
、今
後
も
〝
最
良
の
ケ
ア
〞

を
行
う
た
め
に
、I
C
T
や
ロ
ボ
ッ
ト
を
活

用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
で
人
前
で
は
一
人
で
で
き
な
い
と
思
わ

れ
て
い
た
行
動
が
、自
分
一
人
で
も
で
き
る

こ
と
が
判
明
す
る
と
い
っ
た
効
用
も
あ
り

し
た
。

介
護
ス
タ
ッ
フ
が
本
来

取
り
組
む
べ
き

サ
ー
ビ
ス
に
一
層
の
力
を

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

浴室には、天井レールタイプのリフトを設置。ゲストを脱衣の上リフトに移乗させて浴槽まで搬送し、そのまま浴槽に降ろして入浴させることができる。
介護スタッフに大きな負荷がかかる入浴介助が、大幅に軽減された
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介
護
現
場
で
負
担
の
大
き
い
介
助
の
ひ

と
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、ベ
ッ
ド
か

ら
車
い
す
な
ど
へ
の
移
乗
介
助
で
す
。こ
れ

は
介
護
職
に
と
っ
て
、身
体
的
に
も
心
理
的

当
初
開
発
し
た
の
は

人
の〝
抱
き
上
げ
移
乗
〞に

倣
っ
た
ロ
ボ
ッ
ト

パナソニック株式会社
Pana son i c  Co rpo ra t i on

10年に及ぶ開発から誕生した「リショーネPlus」

ベッドと車いすの一体化で移乗介助を不要に

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

２００６年に松下電器産業（当時）に中途入社し、介護ロボッ
ト開発担当として移乗支援をテーマとした次世代介護ロボット
開発に携わる。１０年をかけて「リショーネ Plus」を開発。
開発過程では、粘り強くスクラップ・アンド・ビルドを繰り返し、
デンマークに赴いて２週間に及ぶプロトタイプの実証実験も
行った。介護ロボット開発のスペシャリストである。

パナソニック株式会社　
エコソリューションズ社　エイジフリービジネスユニット
ロボット・リハビリ事業開発部　部長

｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜

河上 日出生さん

I N T E R V I E W

に
も
重
い
負
荷
が
か
か
る
だ
け
で
な
く
、介

助
さ
れ
る
高
齢
者
に
と
っ
て
も
転
倒
、転

落
、打
ち
身
、皮
膚
剥
離
な
ど
の
リ
ス
ク
が

あ
り
ま
す
。河
上
さ
ん
は
、こ
の
移
乗
介
助

の
負
担
と
リ
ス
ク
の
軽
減
を
目
指
し
、２
０

０
６
年
に
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
に
取
り
か
か
り

ま
し
た
。

　

最
初
に
開
発
し
た
の
は
、人
が
行
う
抱
き

上
げ
移
乗
に
倣
っ
た
動
き
を
す
る「
ト
ラ
ン

ス
フ
ァ
ア
シ
ス
ト
ロ
ボ
ッ
ト
」で
す
。

　
「
し
か
し
、こ
の
ロ
ボ
ッ
ト
は
、抱
き
上
げ

た
と
き
の
転
落
の
リ
ス
ク
、居
室
に
持
ち
込

む
に
は
大
き
い
と
い
う
問
題
、機
械
が
苦
手

な
人
に
は
親
し
み
に
く
い
と
い
う
３
つ
の

課
題
が
あ
り
ま
し
た
」と
、河
上
さ
ん
は
い

い
ま
す
。

　
そ
こ
で
こ
の
３
つ
の
課
題
を
ク
リ
ア
す
る

た
め
、河
上
さ
ん
は
ロ
ボ
ッ
ト
を
基
本
構
造

か
ら
見
直
し
ま
し
た
。そ
し
て
生
ま
れ
た
の

が
、〝
ベ
ッ
ド
と
車
い
す
を
一
体
化
す
る
〞

と
い
う
ア
イ
デ
ア
で
す
。

　

自
立
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
は
、人
が
す
る
作
業

そ
の
ま
ま
を
機
械
が
代
わ
り
に
す
る
の
で
は

な
く
、人
が
す
る
作
業
を
翻
訳
し
て
、機
械
で

し
か
で
き
な
い
方
法
で
行
う
と
い
う
、こ
れ

ま
で
と
は
異
な
る
発
想
か
ら
生
ま
れ
ま
し

た
。

　
「
し
か
も
、そ
れ
に
よ
っ
て
安
全
性
が
高
ま

る
の
で
す
。そ
れ
で
こ
そ
、機
械
を
使
う
価
値

が
生
じ
る
と
考
え
ま
し
た
」

　
こ
の
新
し
い
コ
ン
セ
プ
ト
で
作
ら
れ
た
の

が
、介
助
な
し
に
自
分
で
離
床
で
き
る「
全
自

動
型
」の
自
立
支
援
ロ
ボ
ッ
ト「
ロ
ボ
テ
ィ
ッ

ク
ベ
ッ
ド
」で
す
。こ
れ
は
、リ
モ
コ
ン
操
作

で
自
動
的
に
ベ
ッ
ド
の
真
ん
中
が
電
動
車
い

す
に
な
り
、横
に
抜
け
出
す
と
い
う
も
の
。こ

れ
を
展
示
会
に
出
展
し
た
と
こ
ろ
、福
祉
先

進
国
の
注
目
を
集
め
、デ
ン
マ
ー
ク
の
施
設

で
は
２
週
間
の
実
証
実
験
も
行
い
ま
し
た
。

次
に
開
発
し
た
全
自
動
型

自
立
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
は

福
祉
先
進
国
が
注
目

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
し
か
し「
ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク
ベ
ッ
ド
」は
構
造

上
、マ
ッ
ト
レ
ス
が
１０
分
割
さ
れ
、決
し
て
実

用
的
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。そ

こ
で
河
上
さ
ん
は
、マ
ッ
ト
レ
ス
を
真
ん
中

で
縦
に
２
分
割
す
る
こ
と
に
し
、切
り
離
す

部
分
も
、電
動
車
い
す
で
は
な
く
リ
ク
ラ
イ

ニ
ン
グ
車
い
す
と
し
ま
し
た
。開
発
方
針
を

「
全
自
動
型
」か
ら「
介
助
型
」へ
と
転
換
し
、

コ
ン
セ
プ
ト
も「
介
助
者
一
人
だ
け
で
、簡

単
・
安
全
・
ス
ム
ー
ズ
に
移
乗
介
助
で
き
る
」

と
し
た
の
で
す
。

　

た
だ
、背
中
の
真
ん
中
で
マ
ッ
ト
レ
ス
が

2
分
割
さ
れ
る
仕
様
も
ま
た
、介
護
職
に

と
っ
て
は
〝
あ
り
得
な
い
〞
デ
ザ
イ
ン
で
し

た
。褥
瘡
リ
ス
ク
を
高
め
る
と
考
え
ら
れ
た

か
ら
で
す
。

　
「
こ
こ
が
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
は
チ
ャ
レ

ン
ジ
ン
グ
な
部
分
で
し
た
。褥
瘡
の
専
門
家

に
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、分
割
を
感

じ
さ
せ
な
い
滑
ら
か
な
マ
ッ
ト
レ
ス
の
開
発

を
進
め
ま
し
た
」

　
そ
し
て
、体
圧
分
散
性
も
、市
販
の
体
圧
分

散
ウ
レ
タ
ン
マ
ッ
ト
レ
ス
と
遜
色
な
い
レ
ベ

ル
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。後
に

離
床
ア
シ
ス
ト
ロ
ボ
ッ
ト「
リ
シ
ョ
ー
ネ
」と

な
る
、プ
ロ
ト
タ
イ
プ
が
完
成
し
た
の
で
す
。

介
護
職
に
と
っ
て
の

〝
非
常
識
〞を

納
得
さ
せ
る
挑
戦

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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「
リ
シ
ョ
ー
ネ
」は
１
０
０
台
限
定
で
製

造
・
販
売
。導
入
施
設
で
は
、３
カ
月
間
デ
ー

タ
を
取
り
ま
し
た
。中
に
は
、離
床
が
週
２

回
の
入
浴
時
だ
け
だ
っ
た
利
用
者
が
、毎

日
、離
床
し
て
食
事
を
摂
取
。表
情
が
豊
か

に
な
っ
た
上
、体
調
も
よ
く
な
っ
た
と
い
う

報
告
も
あ
り
ま
し
た
。

　
「『
リ
シ
ョ
ー
ネ
』の
使
用
に
よ
り
、人
と

の
交
流
や
受
け
る
刺
激
が
格
段
に
増
え
た

ん
で
す
ね
。結
果
、そ
の
方
の
持
っ
て
い
た

能
力
が
引
き
出
さ
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」

と
河
上
さ
ん
。

　

集
計
し
た
デ
ー
タ
か
ら
、「
リ
シ
ョ
ー
ネ
」

の
使
用
で
介
護
職
の
身
体
的
負
担
は
８
割
、

心
理
的
負
担
は
７
割
が
改
善
。移
乗
介
助
の

人
員
も
２
〜
３
人
か
ら
１
・
５
人
に
低
減
で

き
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

「
リ
シ
ョ
ー
ネ
」使
用
で

利
用
者
の
能
力
が

引
き
出
さ
れ
た
事
例
も

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

そ
れ
か
ら
は
、自
社
施
設
な
ど
に
プ
ロ
ト

タ
イ
プ
を
持
ち
込
ん
で
の
実
証
実
験
で
す
。

実
証
実
験
で
は
、「
危
な
く
て
一
人
で
は
操

作
で
き
な
い
」と
い
う
厳
し
い
指
摘
も
受
け

ま
し
た
。

　
「
背
も
た
れ
を
ガ
ス
ス
プ
リ
ン
グ
で
上
下

さ
せ
て
い
た
た
め
、操
作
者
は
利
用
者
の
背

中
側
に
立
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。こ
れ
で

は
、利
用
者
が
ず
り
落
ち
た
と
き
、一
人
で

は
対
応
で
き
な
い
と
言
わ
れ
た
ん
で
す
」

　

一
人
で
安
全
に
操
作
で
き
る
よ
う
、背
も

た
れ
は
リ
モ
コ
ン
操
作
に
変
更
。実
証
実
験

で
の
さ
ま
ざ
ま
な
指
摘
を
も
と
に
、河
上
さ

ん
た
ち
は
商
品
の
改
善
を
重
ね
ま
し
た
。そ

し
て
、２
０
１
４
年
６
月
、つ
い
に
離
床
ア

シ
ス
ト
ロ
ボ
ッ
ト「
リ
シ
ョ
ー
ネ
」を
世
に

送
り
出
し
た
の
で
す
。

　
「『
リ
シ
ョ
ー
ネ
』は
複
数
の
国
家
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
し
、有
効
性
や
課
題
の
検

証
を
行
え
た
こ
と
が
開
発
に
も
役
立
ち
ま

し
た
。ま
た
、安
全
規
格
で
あ
る
I
S
O
１

３
４
８
２（
※
１
）の
認
証
の
世
界
初
の
取

得
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
」

自
社
施
設
で
実
証
実
験
し

抽
出
し
た
課
題
か
ら

改
善
を
重
ね
て
い
く

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

次世代機「リショーネ Plus」。それまで右側だけの配置だった車いす部分が、納入時に左右どちらか選べるようになった。
３層から成る体圧分散ウレタンマットレスは、分割部分の滑らかさに配慮。体圧がかかることで分割部分がぴったりとくっつき、段差は生じない

　

そ
し
て
、２
０
１
７
年
1
月
、次
世
代
機

「
リ
シ
ョ
ー
ネ
P
l
u
s
」を
発
売
。定
価
９０

万
円
、実
勢
価
格
７０
万
〜
８０
万
円
。実
勢
価

格
１
３
０
万
円
だ
っ
た
第
1
世
代「
リ

シ
ョ
ー
ネ
」の
半
額
に
近
づ
け
ま
し
た
。初

年
度
の
販
売
目
標
は
３
５
０
台
か
ら
５
０

０
台
。２
０
１
７
年
9
月
末
現
在
で
の
累
計

販
売
台
数
は
２
０
０
台
を
超
え
、好
調
で

す
。２
０
１
７
年
２
月
か
ら
は
、介
護
保
険

レ
ン
タ
ル
に
も
対
応
。1
割
負
担
な
ら
３
８

0
０
円
で
利
用
で
き
る
た
め（
※
２
）、徐
々

に
レ
ン
タ
ル
利
用
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
は
、介
護
職
の
負
担
軽
減

策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、今
注
目
を
集
め
て
い

ま
す
。し
か
し
、河
上
さ
ん
は
ロ
ボ
ッ
ト
を

開
発
す
る
際
、そ
れ
よ
り
も
っ
と
大
切
に
し

て
い
る
こ
と
が
あ
る
と
語
り
ま
す
。

　
「
み
ん
な
と
一
緒
の
場
で
食
事
を
と
れ
る

こ
と
。自
力
で
ト
イ
レ
に
行
け
る
こ
と
。そ

う
し
た
こ
と
は
、そ
の
方
の
生
活
の
張
り
合

い
や
幸
せ
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。そ
し
て
ロ
ボ
ッ
ト
は
、そ

れ
を
手
伝
う
た
め
に
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
の
で
す
」

　

次
は
、座
れ
る
人
や
立
て
る
人
を
対
象
に

し
た
ロ
ボ
ッ
ト
を
構
想
中
と
い
う
河
上
さ

ん
。利
用
す
る
人
を
幸
せ
に
し
て
く
れ
る
、

新
た
な
ロ
ボ
ッ
ト
の
誕
生
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

省
力
化
以
上
に

人
の
幸
せ
に
貢
献
で
き
る

ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
を

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

リモコン操作で簡単に分離できる「リショーネ Plus」は、ベッドから車いすへの移乗介助自体をなくし、介護する人の負担を大幅に軽減した。
また、利用者を気軽に離床させることができることから、離床時間を増やし、利用者の日常生活も大きく変えることができる

（
※
１
）2
0
1
4
年
に
発
行
さ
れ
た
パ
ー
ソ
ナ
ル
ケ
ア

ロ
ボ
ッ
ト（
生
活
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
）の
安
全
性
に
関
す
る

国
際
規
格

（
※
２
）こ
の
レ
ン
タ
ル
料
は
、パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
エ
イ
ジ

フ
リ
ー（
株
）の
場
合
。レ
ン
タ
ル
料
は
、福
祉
用
具
の
レ

ン
タ
ル
事
業
所
に
よ
り
異
な
る
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当
法
人
は
、「
社
会
福
祉
を
変
え
て
い
こ

う
」と
い
う
考
え
の
も
と
、２
０
０
５
年
に

設
立
さ
れ
ま
し
た
。そ
こ
で
、「
業
界
の
行
く

末
を
担
う
先
導
者
と
な
る
」「
オ
ペ
レ
ー

業
界
を
変
え
る
こ
と
を
目
的
に

法
人
を
設
立
。い
ち
早
く

「
Ｈ
Ａ
Ｌ
®
」を
導
入

社会福祉法人 善光会
Soc ia l  We l f a r e  Co rpo ra t i on  Zenkouka i

「介護ロボット・人工知能研究室」も設立！

人の手とロボットを融合した、新たな介護へ

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

２００７年、善光会に入社。特別養護老人ホームで介護職、現場
のマネジメント業務に従事。その後、グループホームなどの立
ち上げ、施設長を経て、諸施設の統括施設局長に就任。２００９
年より介護ロボットの研究・導入を手掛け、介護施設自らが介
護ロボットの研究開発を行う取り組みを推進。総務省の標準的
な医療介護データ利活用推進委員会にも参加。

社会福祉法人 善光会
理事、最高執行責任者 兼 特別養護老人ホーム
フロース東糀谷　施設長

｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜

宮本 隆史さん

I N T E R V I E W

シ
ョ
ン
の
模
範
と
な
る
」と
い
う
理
念
を
標

榜
。Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
は
、そ
の

一
環
と
し
て
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
も

の
と
い
う
位
置
付
け
に
あ
り
ま
す
。

　

皮
切
り
と
し
て
、２
０
０
９
年
に
サ
イ

バ
ー
ダ
イ
ン
株
式
会
社
と
提
携
し
、介
護
福

祉
施
設
で
最
も
早
く
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
ス
ー

ツ「
Ｈ
Ａ
Ｌ
®
」を
導
入
。何
か
新
し
い
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
は
な
い
か
と
探
し
て
い
た

と
こ
ろ
、当
法
人
の
利
用
者
さ
ま
が「
Ｈ
Ａ

Ｌ
®
」の
紹
介
記
事
を
見
つ
け
て
教
え
て
く

れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、そ
う
し
た
姿
勢
を
知
っ
た
介
護

機
器
メ
ー
カ
ー
な
ど
か
ら
、共
同
開
発
な
ど

の
オ
フ
ァ
ー
が
続
々
と
入
り
始
め
た
こ
と

を
機
に
、２
０
１
３
年
に「
介
護
ロ
ボ
ッ
ト

研
究
室
」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
分
野
を
組
織
横
断
的
に
一
括
管
理
す

る
と
と
も
に
、取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
る
こ

と
が
目
的
で
す
。

　

研
究
室
で
は
、以
前
か
ら
独
自
に
介
護
シ

ス
テ
ム
を
開
発
し
よ
う
と
採
用
し
て
い
た

社
内
Ｓ
Ｅ
だ
け
で
な
く
、現
場
の
介
護
職
員

や
私
も
参
加
し
、よ
り
実
効
性
の
あ
る
活
動

を
目
指
し
て
い
き
ま
し
た
。最
初
に
取
り
組

ん
だ
の
が
、独
自
開
発
し
た
腰
痛
予
防
体
操

を
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ロ
ボ
ッ
ト

を
、自
分
た
ち
の
手
で
作
る
こ
と
。ロ
ボ
ッ

ト
の
仕
組
み
を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、実
用
化

も
目
指
し
ま
し
た
。秋
葉
原
に
パ
ー
ツ
を
買

い
に
行
き
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
が
一

か
ら
組
み
立
て
て
完
成
。こ
の
取
り
組
み

で
、ロ
ボ
ッ
ト
に
対
す
る
メ
ン
バ
ー
の
リ
テ

ラ
シ
ー
は
結
構
高
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。こ

の
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
経
験
を
も
と
に
、現
在

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ロ
ボ
ッ
ト
を
新
た

に
開
発
中
で
す
。

腰
痛
予
防
体
操
を
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ロ
ボ
ッ
ト
を
自
ら
開
発

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

腰
痛
は
介
護
職
員
の
〝
職
業
病
〞
的
な

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、一
方
で
腰
痛
の
度

合
い
は
ス
キ
ル
の
差
に
比
例
す
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
議
論
も
あ
り
ま
し
た
。特
に

力
の
あ
る
男
性
職
員
は
、力
任
せ
に
移
乗
さ

せ
て
し
ま
う
場
合
が
よ
く
あ
り
ま
す
。そ
ん

な
と
き
に
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
か
ら
セ
ン

サ
ー
に
よ
っ
て
体
の
動
き
を
骨
組
み
か
ら

認
識
で
き
る「
K
i
n
e
c
t
」と
い
う
デ

バ
イ
ス
が
リ
リ
ー
ス
さ
れ
ま
し
た
。早
速
こ

れ
を
導
入
し
、ベ
テ
ラ
ン
女
性
介
護
職
員
の

移
乗
介
助
の
動
き
を
分
析
し
て「
移
乗
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
開
発
し
ま
し

た
。介
護
職
員
は
、自
分
の
移
乗
介
助
を
撮

影
し
入
力
す
る
こ
と
で
問
題
の
あ
る
動
作

を
即
座
に
可
視
化
で
き
、こ
れ
を
も
と
に
適

切
な
動
作
の
練
習
が
可
能
と
な
り
ま
す
。職

員
か
ら
は「
客
観
的
に
見
ら
れ
る
の
で
非
常

に
分
か
り
や
す
い
」と
好
評
で
す
。こ
れ
だ

け
で
の
効
果
は
測
定
困
難
で
す
が
、腰
痛
を

訴
え
た
り
ヘ
ル
ニ
ア
に
な
る
職
員
は
か
な

り
減
り
ま
し
た
。

「
K
i
n
e
c
t
」を
活
用
し

「
移
乗
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
開
発

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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２
０
１
５
年
に
は
、東
日
本
電
信
電
話

株
式
会
社（
N
T
T
東
日
本
）に
よ
る
、映

像
と
ロ
ボ
ッ
ト
の
連
動
に
よ
る
介
護
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
有
効
性
の
検
証
を
行
い

ま
し
た
。た
だ
動
画
を
流
す
だ
け
で
は
な

く
、
内
容
に
合
わ
せ
て
ロ
ボ
ッ
ト
の

「
S
o
t
a
」が
セ
リ
フ
を
読
み
上
げ
た
り

一
緒
に
動
い
て
く
れ
た
り
す
る
と
い
う
も

の
。ロ
ボ
ッ
ト
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
た
上

で
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
利
用
者
さ
ま
が

多
い
こ
と
が
分
か
り
、週
1
日
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を「
S
o
t
a
」に
任
せ
る
こ

と
で
職
員
の
省
力
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。脳
ト
レ
や
体
操
な
ど
の
コ
ン

テ
ン
ツ
は
５
〜
１０
分
に
ま
と
め
、連
続
し
て

行
う
こ
と
で
、飽
き
ず
に
参
加
し
て
も
ら
え

て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ロ
ボ
ッ
ト「
S
o
t
a
」で

職
員
の
省
力
化
に
つ
な
げ
る

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

ま
た
同
時
に
、「
K
i
n
e
c
t
」で
利
用

者
さ
ま
の
た
め
の「
歩
行
測
定
プ
ロ
グ
ラ

ム
」も
開
発
。機
能
訓
練
指
導
員
な
ど
の
専

門
職
が
配
置
さ
れ
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
で
は
、機
能
が
低
下
し
て
い
る
利
用
者
さ

ま
を
見
つ
け
て
対
処
で
き
ま
す
が
、専
門
職

が
不
在
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
は
困
難
で

す
。し
か
も
、グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
自
立
の

利
用
者
さ
ま
が
大
半
。そ
こ
で
、誰
で
も
簡

単
に
利
用
者
さ
ま
の
歩
行
状
態
を
把
握
し

対
処
で
き
る
よ
う
に
し
た
こ
と
で
、施
設
内

の
転
倒
事
故
を
30
％
以
上
減
少
さ
せ
る
こ
と

に
成
功
し
ま
し
た
。

　

研
究
室
に
寄
せ
ら
れ
た
共
同
研
究
の
中

に
、公
益
財
団
法
人
テ
ク
ノ
エ
イ
ド
協
会
の

「
ロ
ボ
ッ
ト
介
護
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が

あ
り
ま
す
。こ
こ
で
は
、電
動
歩
行
ア
シ
ス

ト
カ
ー
ト
や
見
守
り
支
援
機
器
な
ど
の
実

証
実
験
を
行
い
ま
し
た
。技
術
は
素
晴
ら
し

く
て
も
実
際
の
現
場
で
は
使
い
に
く
い
も

の
が
と
て
も
多
く
、そ
の
改
良
と
実
用
化
に

一
定
の
貢
献
を
し
て
い
ま
す
。

「
ロ
ボ
ッ
ト
介
護
推
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
参
画

製
品
の
実
用
化
に
貢
献

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ジェスチャーや音声認識によって操作ができるマイクロソフト社のデバイス「Kinect」を活用し、センサーによって体の動きを骨組みから認識する装置を開発、
入居者の「歩行測定プログラム」を作った。これにより、転倒事故の 30％以上の減少につなげる

　
「
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
室
」は
、２
０
１
６

年
７
月
に「
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
人
工
知
能
研

究
室
」に
改
名
し
、Ａ
Ｉ
の
研
究
に
も
着
手

し
て
い
ま
す
。Ａ
Ｉ
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
も
２

名
、採
用
し
ま
し
た
。目
下
、介
護
職
員
の
定

着
率
の
向
上
を
目
指
し
て
、Ａ
Ｉ
を
活
用
し

た
人
材
管
理
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
て
い
ま

す
。介
護
職
員
の
配
置
や
勤
務
状
況
、職
場

の
ハ
ー
ド
さ
加
減
、退
職
理
由
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
デ
ー
タ
を
解
析
し
、ス
タ
ッ
フ
ご
と
の

適
材
適
所
や
必
要
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど

の
〝
解
〞
を
求
め
る
と
い
う
も
の
で
す
。一

応
完
成
は
し
ま
し
た
が
、ま
だ
精
度
が
低
い

部
分
が
あ
り
、引
き
続
き
デ
ー
タ
を
た
め
て

デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。こ
れ
を
磨
き
上
げ
、慢
性
的
な

人
材
不
足
を
少
し
で
も
軽
減
さ
せ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
い
ま
、「
介
護
業
務
の
２５
％
軽
減
」

を
目
標
と
す
る「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
特
養
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」を
推
進
。人
の
手
と
ロ
ボ
ッ
ト

を
融
合
す
る
、新
し
い
介
護
の
モ
デ
ル
を
探

索
し
て
い
ま
す
。そ
し
て
、こ
れ
を
担
う「
ロ

ボ
ッ
ト
介
護
専
門
士
」と
い
う
民
間
資
格
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。目
下
、自
法
人
内
で
の

み
運
営
し
て
い
ま
す
が
、い
ず
れ
開
放
し
、

社
会
に
広
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
介
護
業
界
に
は
ま
だ「
人
の
手
が
す
べ
て
」

と
い
う
考
え
方
が
強
く
あ
る
と
思
い
ま
す
。

一
方
で
、ロ
ボ
ッ
ト
に
助
け
て
も
ら
え
る
余

地
は
ふ
ん
だ
ん
に
あ
る
は
ず
。そ
こ
を
主
体

的
に
考
え
、ど
う
活
用
す
れ
ば
利
用
者
さ
ま

や
職
員
、施
設
経
営
が
最
適
化
で
き
る
か
に

取
り
組
め
る
人
材
の
育
成
に
貢
献
し
、業
界

を
変
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た

人
材
管
理
シ
ス
テ
ム
を
開
発

人
材
不
足
軽
減
を
目
指
す

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

コミュニケーションロボット「Sota」。動画の内容に合わせてセリフを読んだり動いたりすることで、利用者に新しい楽しさを提供。
利用者アンケートで好評が確認された。月に何回かのレクリエーションに活用し、その際の介護スタッフの省力化にもつなげている
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「
目
指
す
の
は
、便
モ
レ
尿
モ
レ
ゼ
ロ
の

社
会
。い
ま
、僕
た
ち
が
考
え
る
ア
イ
デ
ア

が
す
べ
て
実
現
し
て
世
界
の
標
準
に
な
れ

ば
、き
っ
と
世
界
中
の
人
が
救
わ
れ
る
。『
Ｄ

自
ら
の
排
泄
ト
ラ
ブ
ル

と
い
う
原
体
験
か
ら
、

開
発
は
ス
タ
ー
ト

トリプル・ダブリュー・ジャパン株式会社
T r i p l e  W

介護時間は３割削減、おむつ代は半分に

 世界初！　排泄予知デバイスが介護を変えた！

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

慶應義塾大学商学部卒。大手企業向けのヘルスケアを含む新規
事業立ち上げのコンサルティング業務に従事。その後、青年海
外協力隊でフィリピンに派遣。2013 年より UC Berkeley に留
学し、2014 年に米国にて Triple W、2015 年にトリプル・ダ
ブリュー・ジャパン株式会社を設立し、排泄予知デバイス
「DFree（ディーフリー）」を開発。

トリプル・ダブリュー・ジャパン株式会社
代表・オーガナイザー

｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜

中西 敦士さん

I N T E R V I E W

Ｆ
ｒ
ｅ
ｅ（
デ
ィ
ー
フ
リ
ー
）』を
軸
に
、間

違
い
な
く
世
界
は
一
歩
進
み
ま
す
」。そ
う

力
を
込
め
る
中
西
さ
ん
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
に
記
事
が
公
開
さ
れ
る
や
い
な
や
、世
界

中
か
ら
多
く
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
と

い
う「
Ｄ
Ｆ
ｒ
ｅ
ｅ
」。超
音
波
セ
ン
サ
ー
を

内
蔵
し
た
手
の
ひ
ら
に
お
さ
ま
る
サ
イ
ズ

の
小
型
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
デ
バ
イ
ス
を
、下
腹

部
に
装
着
す
る
こ
と
で
体
内
を
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
。本
体
か
ら
無
線
通
信
に
よ
り
ク
ラ
ウ

ド
へ
情
報
を
送
り
、独
自
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
排
泄
予
測
情
報
を
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
通
信
端
末
へ
お
知

ら
せ
し
ま
す
。開
発
の
き
っ
か
け
は
、「
外
出

先
で
、う
ん
こ
を
漏
ら
し
て
し
ま
っ
た
こ

と
」と
笑
う
中
西
さ
ん
。「
も
し
、家
を
出
る

前
に
便
意
が
分
か
っ
て
い
れ
ば
」。こ
の
強

烈
な
原
体
験
か
ら
、Ｄ
Ｆ
ｒ
ｅ
ｅ
の
開
発
は

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

介
護
現
場
の
排
泄
ケ
ア
は
、セ
ン
サ
ー
を

使
っ
て
排
泄
を
検
知
す
る
技
術
な
ど
も
検

討
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、も
し
も
事
前
に
予

測
が
で
き
れ
ば
。「
そ
の
と
き
ひ
ら
め
い
た

の
が
、妊
婦
さ
ん
の
お
腹
の
中
を
見
る
エ

コ
ー
で
す
。1
セ
ン
チ
ほ
ど
の
小
さ
な
胎
児

を
見
ら
れ
る
な
ら
、排
泄
物
だ
っ
て
見
ら
れ

る
だ
ろ
う
と
。た
だ
、僕
自
身
は
エ
ン
ジ
ニ

ア
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、僕
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
呼
び
掛
け
ま
し
た
。こ
う
い
う
も

の
を
作
り
た
い
ん
だ
け
ど
、ど
う
す
れ
ば
い

い
？
っ
て
」。そ
れ
か
ら
は
、知
り
合
い
の
医

師
や
技
術
者
に
自
身
の
ア
イ
デ
ア
を
話
し

て
は
助
言
を
仰
ぎ
、着
想
か
ら
わ
ず
か
半
年

後
の
2
0
1
4
年
１０
月
、賛
同
し
た
東
北
大

学
の
教
授
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
迎
え
、超
音

波
機
器
の
開
発
の
た
め
の
実
験
設
備
を
備

え
た
会
社
と
も
出
合
い
、本
格
的
な
製
品
化

に
着
手
し
ま
す
。

妊
婦
さ
ん
の
お
腹
の
中
を

見
る
エ
コ
ー
を
応
用

体
内
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

技
術
的
な
検
証
を
進
め
る
一
方
で
、介
護

現
場
で
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
も
行
い
ま
し

た
。「
実
際
に
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
担
当
者
が

介
護
現
場
を
体
験
。排
泄
ケ
ア
は
想
像
以
上

に
大
変
で
、ご
本
人
も
ス
タ
ッ
フ
の
方
も
皆

さ
ん
本
当
に
困
っ
て
い
ま
し
た
。特
に
、下

着
交
換
を
す
る
と
き
の
ご
本
人
の
申
し
訳

な
さ
そ
う
な
表
情
が
印
象
的
で
。で
き
る
な

ら
ば
排
泄
は
自
分
で
し
た
い
と
い
う
気
持

ち
を
強
く
感
じ
ま
し
た
」　　
　

　

検
証
過
程
で
、課
題
も
発
覚
し
ま
し
た
。

お
腹
の
中
を
見
ら
れ
る
こ
と
は
分
か
っ
た

の
で
す
が
、問
題
は
、ど
う
い
う
状
態
に

な
っ
た
と
き
に
排
泄
す
る
の
か
が
分
か
ら

な
か
っ
た
こ
と
。「
Ｄ
Ｆ
ｒ
ｅ
ｅ
は
超
音
波

で
体
内
の
動
き
を
モ
ニ
タ
ー
し
、そ
の
デ
ー

タ
を
見
て
い
る
の
で
す
が
、そ
の
デ
ー
タ
が

ど
う
な
っ
た
と
き
に
便
意
や
排
泄
が
起
こ

る
の
か
が
未
解
明
の
ま
ま
で
し
た
。こ
こ
か

ら
は
文
字
通
り
、開
発
メ
ン
バ
ー
が
体
を

張
っ
て
デ
ー
タ
を
と
り
、検
証
を
行
い
ま
し

た
。直
腸
の
中
で
水
風
船
を
膨
ら
ま
せ
た
り

し
な
が
ら（
危
な
い
の
で
絶
対
に
マ
ネ
を
し

な
い
で
く
だ
さ
い
）」。テ
ス
ト
機
を
用
い

て
、さ
ま
ざ
ま
な
実
験
、検
証
を
繰
り
返
し

ま
し
た
。

介
護
現
場
を
体
感
。そ
の

想
い
を
開
発
へ
の
意
欲
に

実
験
、検
証
を
繰
り
返
す

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

提供：「神奈川新聞社」
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３
名
の
創
業
者
が
始
め
た
ト
リ
プ
ル
・
ダ

ブ
リ
ュ
ー・ジ
ャ
パ
ン
も
、い
ま
や
ス
タ
ッ
フ

２０
名
。海
外
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
多
く
、今

年
６
月
に
は
フ
ラ
ン
ス
の
世
界
的
に
有
名

な
介
護
施
設
に
お
い
て
、本
格
導
入
に
向
け

た
ト
ラ
イ
ア
ル
運
用
を
実
施
し
ま
し
た
。欧

州
へ
の
本
格
進
出
の
た
め
、７
月
に
は
パ
リ

に
フ
ラ
ン
ス
支
社
も
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

2
0
１
８
年
に
は
代
理
店
と
契
約
し
、香
港

な
ど
ア
ジ
ア
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
販
売

規
模
の
拡
大
を
計
画
中
で
す
。「
直
近
の
課

題
は
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
端
末
の
グ

ラ
フ
を
見
や
す
く
す
る
こ
と
。現
在
は
タ
ブ

レ
ッ
ト
が
必
要
な
の
で
、も
っ
と
通
知
先
を

増
や
す
な
ど
の
細
か
な
見
直
し
も
、し
っ
か

り
と
や
っ
て
い
き
た
い
で
す
」

３
名
か
ら
始
ま
り

現
在
、社
員
20
名

海
外
進
出
も
本
格
的
に

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

満
を
持
し
て
、2
0
１
７
年
４
月
よ
り
Ｄ

Ｆ
ｒ
ｅ
ｅ（
排
尿
予
知
）の
量
産
を
開
始
。大

手
介
護
施
設
や
病
院
な
ど
、半
年
間
で
全
国

約
1
5
0
施
設
に
広
が
り
ま
し
た
。ま
さ

に
、爆
発
的
な
大
ヒ
ッ
ト
で
す
。「
施
設
か
ら

は
、介
護
時
間
を
３
割
削
減
で
き
ま
し
た
、

お
む
つ
代
が
半
分
に
減
り
ま
し
た
と
、具
体

的
な
数
字
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、排

尿
時
間
が
分
か
る
の
で
、利
用
者
さ
ん
が
自

主
的
に
ト
イ
レ
に
行
く
よ
う
に
な
っ
た
と

の
報
告
も
受
け
ま
し
た
。た
く
さ
ん
の
報
告

を
受
け
ま
し
た
が
、そ
の
中
で
も
利
用
者
さ

ん
が
自
信
を
取
り
戻
し
た
と
い
う
報
告
が
、

一
番
う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
。Ｄ
Ｆ
ｒ
ｅ
ｅ

自
体
は
Ｉ
Ｔ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、扱
う
の

は
人
間
で
す
。介
護
者
や
利
用
者
が
面
倒
く

さ
が
り
、適
当
に
つ
け
た
り
し
て
し
ま
う

と
、ち
ゃ
ん
と
し
た
デ
ー
タ
が
出
て
き
ま
せ

ん
。実
は
、介
護
者
や
利
用
者
と
の
信
頼
関

係
が
な
い
と
成
り
立
た
な
い
商
品
だ
と
い

う
の
も
、実
際
に
販
売
し
て
気
付
き
ま
し
た

ね
」

商
品
と
売
る
わ
れ
わ
れ
と

介
護
者
と
利
用
者
。

そ
の
信
頼
関
係
が
大
切

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

スタッフと打ち合わせをする代表の中西さん（右）。「社員は現在 20名、介護施設の営業担当は５名いますが、彼らが介護施設や利用者の実際の声を聞き、
開発現場にフィードバックしています」

　

日
本
は
も
ち
ろ
ん
、世
界
中
が
高
齢
化
社

会
へ
と
突
入
す
る
な
か
、介
護
ケ
ア
の
負
担

減
は
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
介
護
は
受
け
る
側
フ
ァ
ー
ス
ト
。実
は
、排

泄
に
関
す
る
悩
み
を
抱
え
な
が
ら
生
活
を

し
て
い
る
人
が
、世
界
中
で
約
５
億
人
も
い

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。Ｄ
Ｆ
ｒ
ｅ
ｅ
は
、

そ
ん
な
人
々
を
排
泄
の
悩
み
か
ら
解
放
し
、

こ
れ
ま
で
通
り
の
生
活
を
続
け
る
た
め
の

サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。そ
れ
が
、ユ
ー

ザ
ー
だ
け
で
な
く
介
護
す
る
人
や
家
族
な

ど
、周
り
の
人
々
も
自
分
ら
し
い
イ
キ
イ
キ

と
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て

い
き
ま
す
よ
ね
」

　

現
在
、Ｄ
Ｆ
ｒ
ｅ
ｅ
は
排
尿
予
知
に
限
ら

れ
て
い
ま
す
が
、今
後
は
排
便
予
知
、在
宅

介
護
、そ
し
て
一
般
ユ
ー
ザ
ー
へ
の
販
売
を

視
野
に
、事
業
を
広
げ
て
い
く
予
定
で
す
。

「
介
護
業
界
は
課
題
も
多
い
と
思
い
ま
す

が
、実
は
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
要
素
も
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
も
た
く
さ
ん
あ
る
。介
護
＝

自
分
の
未
来
。身
近
な
と
こ
ろ
で
親
の
こ

と
、そ
し
て
自
分
の
こ
と
と
し
て
捉
え
て
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な

介
護
業
界
は
、ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
も
多
い

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

「DFree」とは、英語で「diaper free＝おむつ要らず」の意味。手のひらサイズの小さな装置で、丸みを帯びたデザインが、親しみやすさを感じさせる。
エコーにより腸内をモニターし、スマホの専用アプリで排泄のタイミングを知らせてくれる
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ヤ
マ
ハ
発
動
機
は
、製
品
づ
く
り
を
通
し

て
感
動
と
豊
か
な
生
活
を
提
供
す
る
こ
と

を
企
業
目
的
と
し
て
、健
康
・
福
祉
分
野
へ

の
貢
献
や
高
齢
社
会
へ
の
対
応
に
注
力
し

電
動
ア
シ
ス
ト
ユ
ニ
ッ
ト

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。世
界
初

の
片
流
れ
制
御
搭
載

ヤマハ発動機株式会社
Yamaha  Mo to r  Co . ,  L t d .

車いすを人に近づけて、生活をアシスト

ヤマハ発動機が生んだ、電動車いす

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

松苗徹さん（左）／ 2004 年入社。当時の IM カンパニー要素
技術グループに配属され、入社直後から電動車いすの制御ソフ
ト開発。以来、JWX-1 シリーズ、JWX-2、JWの電池、充電器と、
JWの開発に携わる。2017年 JW技術グループのGLに。

糸賀信行さん（右）／ 1995 年入社。IM 事業部に配属、2004
年よりマウンター技術グループと JW グループとを兼務、
JWX-1 の開発に関わる。2006 年 JW グループへ異動。以降、
JWの電気関連全般の開発・設計に従事。

ヤマハ発動機株式会社
SPV事業部　JWビジネス部　JW技術グループ
グループ
リーダー
｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜

松苗 徹さん (左 ) 主事糸賀 信行さん (右 )

I N T E R V I E W

て
い
ま
す
。そ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、独
自

の
制
御
技
術
や
駆
動
技
術
を
応
用
し
、既
存

の
手
動
車
い
す
を
電
動
化
で
き
る「
車
い
す

用
電
動
ユ
ニ
ッ
ト
」の
開
発
・
製
造
・
販
売
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。こ
こ
１０
年
間
、平
均

約
２
万
台（
※
１
）と
電
動
車
い
す
の
伸
び
が

感
じ
ら
れ
な
い
日
本
に
お
い
て
も
、ヤ
マ
ハ

発
動
機
は「
簡
易
型
電
動
車
い
す
」と
い
う
新

し
い
車
い
す
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
創
り
ま
し

た
。こ
こ
５
年
間
で
海
外
向
け
の
出
荷
も
増

や
し
て
き
ま
し
た
。中
で
も
、車
い
す
を
漕
ぐ

力
を
ア
シ
ス
ト
す
る「
電
動
ア
シ
ス
ト
車
い

す
」は
、世
界
初（
※
２
）の
電
動
ア
シ
ス
ト
片

流
れ
制
御
と
い
う
新
機
能
を
搭
載
し
て
、

2
0
1
7
年
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。ま
た
今
回
新

た
に
ア
シ
ス
ト
距
離
制
御
を
改
良
し
、使
用

者
の
身
体
の
状
態
や
使
用
環
境
に
合
わ
せ

て
、ひ
と
漕
ぎ
当
た
り
の
ア
シ
ス
ト
走
行
距

離
が
細
か
く
調
整
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

ヤ
マ
ハ
発
動
機
が
、「
車
い
す
用
電
動
ユ

ニ
ッ
ト
」の
販
売
を
開
始
し
た
の
が
１
９
９

５
年
。当
時
の
電
動
車
い
す
市
場
は
、障
が
い

を
も
た
れ
た
方
が
主
に
使
う『
ジ
ョ
イ
ス

テ
ィ
ッ
ク（
普
通
）型
』と
、高
齢
者
の
方
が
主

に
使
う『
ハ
ン
ド
ル
型
』の
2
種
類
だ
け
で
し

た
。「
移
動
は
楽
で
す
が
、車
体
が
大
き
く
重

量
も
あ
り
、見
た
目
も
車
い
す
然
と
し
て
い

て
、自
動
車
に
積
む
こ
と
は
困
難
で
し
た
。電

動
ユ
ニ
ッ
ト
は
、既
存
の
手
動
車
い
す
の
車

輪
を
電
動
ユ
ニ
ッ
ト
付
き
の
車
輪
に
交
換
し

て
、車
い
す
を
電
動
化
。電
動
車
い
す
の
走
行

性
と
、手
動
車
い
す
の
軽
さ
や
小
回
り
の
よ

さ
を
生
か
し
ま
し
た
。軽
く
て
折
り
た
た
め

る
た
め
、『
簡
易
型
電
動
車
い
す
』と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
り
、画
期
的
な
商
品
と
し
て
、新

し
い
電
動
車
い
す
市
場
を
生
み
出
す
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
」と
糸
賀
さ
ん
。

新
し
い
電
動
車
い
す
の

市
場
を
生
み
出
し
た

車
い
す
用
電
動
ユ
ニ
ッ
ト

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

１
９
９
６
年
に
発
売
さ
れ
た「
電
動
ア
シ

ス
ト
ユ
ニ
ッ
ト
」は
、世
界
初
の
電
動
ア
シ
ス

ト
自
転
車「
ヤ
マ
ハ
P
A
S（
パ
ス
）」の「
パ

ワ
ー・ア
シ
ス
ト・シ
ス
テ
ム
」を
応
用
し
、車

い
す
を
漕
ぐ
力
を
電
動
で
ア
シ
ス
ト
。腕
や

手
の
力
が
弱
い
な
ど
手
動
車
い
す
の
駆
動
が

難
し
い
方
で
も
移
動
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。２
０
１
３
年
、ア
シ
ス
ト
の
強
弱

な
ど
を
利
用
者
の
身
体
の
状
態
に
合
わ
せ
て

調
整
で
き
る
専
用
ソ
フ
ト
「
J
W 

S
m
a
r
t 

T
u
n
e
」を
搭
載
し
た
電
動

ア
シ
ス
ト
ユ
ニ
ッ
ト「
J
W
X
‐
2
」、２
０

１
４
年
に
は
こ
の「
J
W
X
‐
2
」を
搭
載
し

た
完
成
車「
J
W
ス
ウ
ィ
ン
グ
」も
発
売
。「
専

用
ソ
フ
ト『
J
W 

S
m
a
r
t 

T
u
n
e
』

は
、パ
ソ
コ
ン
の
専
用
ソ
フ
ト
と
つ
な
げ
る

こ
と
で
、左
右
の
バ
ラ
ン
ス
や
ア
シ
ス
ト
力
、

応
答
性
、直
進
性
、旋
回
性
を
細
か
く
設
定
で

き
ま
す
。ま
た
、フ
ラ
ッ
ト
タ
イ
プ
の
A
C

サ
ー
ボ
モ
ー
タ
ー
を
導
入
し
、車
輪
の
ハ
ブ

部
分
に
す
べ
て
収
め
て
コ
ン
パ
ク
ト
化
に
も

成
功
。ほ
と
ん
ど
の
車
い
す
に
簡
単
に
装
着

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」と
糸
賀
さ
ん
。

1
9
9
6
年
発
売
以
来

進
化
す
る

電
動
ア
シ
ス
ト
ユ
ニ
ッ
ト

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
※
１
）電
動
車
い
す
安
全
普
及
協
会
調
べ

（
※
２
）ヤ
マ
ハ
発
動
機
調
べ

P41 P40特集⑤介護 × ロボット・IT特集⑤介護 × ロボット・IT
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身
体
の
一
部
の
よ
う
に
、も
っ
と
小
回
り

を
楽
に
。今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
際
し
、初

め
て
外
部
機
関（
※
３
）と
共
同
開
発
し
、商

品
化
を
目
指
し
ま
し
た
。「
ア
シ
ス
ト
距
離
制

御
は
、走
行
距
離
を
の
ば
す
ロ
ン
グ
モ
ー
ド

は
従
来
の
技
術
な
の
で
す
が
、抑
制
モ
ー
ド

は
い
わ
ゆ
る
ブ
レ
ー
キ
。最
適
な
距
離
を
算

出
す
る
の
が
大
変
で
し
た
。ソ
フ
ト
を
改
良

し
て
は
福
祉
施
設
で
試
し
て
の
繰
り
返
し
。

微
調
整
を
重
ね
、い
ま
ま
で
の
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
１
に
対
し
、最
も
短
い
0
·
1
か
ら

0
·
1
5
、0
·
2
、0
·
2
5
、0
·
3
、

0
·
5
と
細
か
く
刻
み
ま
し
た
」と
松
苗
さ

ん
。「
製
品
の
販
売
数
は
数
千
台
。そ
う
い
う

意
味
で
技
術
と
コ
ス
ト
と
の
バ
ラ
ン
ス
と
常

に
戦
っ
て
い
ま
す
ね
」と
糸
賀
さ
ん
。

外
部
機
関
と
共
同
開
発

技
術
と
コ
ス
ト
の

バ
ラ
ン
ス
と
の
戦
い

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

そ
し
て
2
0
1
7
年
、「
J
W
X-

2
」

「
J
W
ス
ウ
ィ
ン
グ
」に
、世
界
初
の「
片
流
れ

制
御
」と「
ア
シ
ス
ト
距
離
制
御
」を
新
た
に

搭
載
し
ま
し
た
。「
通
常
車
い
す
は
、道
が
横

方
向
に
傾
斜
し
て
い
る
場
合
、片
腕
に
負
荷

が
か
か
り
、ど
う
し
て
も
傾
斜
方
向
に
曲

が
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、『
片
流
れ
制
御
』は
、

左
右
同
じ
力
で
傾
斜
方
向
に
曲
が
ら
ず
、直

進
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」と
松
苗
さ
ん
。

「
ア
シ
ス
ト
距
離
制
御
」は
、ハ
ン
ド
リ
ム
を

漕
い
で
手
を
離
し
た
後
に
進
む
ひ
と
漕
ぎ
当

た
り
の
ア
シ
ス
ト
走
行
距
離
を
、使
用
者
の

身
体
の
状
態
や
使
用
環
境
に
合
わ
せ
、９
つ

の
ア
シ
ス
ト
走
行
距
離
の
中
か
ら
最
適
な
も

の
を
選
択
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
ま
し
た
。

よ
り
短
く
、あ
る
い
は
よ
り
長
く（
従
来
モ
デ

ル
比
で
最
小
0
·
1
倍
、最
大
で
は
２
倍
）を

実
現
し
て
い
ま
す
。「
開
発
当
初
か
ら
ユ
ー

ザ
ー
の
声
を
開
発
に
生
か
し
て
き
た
歴
史
が

あ
り
ま
す
が
、今
回
も
そ
う
。特
に
、ひ
と
漕

ぎ
の
走
行
距
離
を
短
く
、と
い
う
の
は
ユ
ー

ザ
ー
な
ら
で
は
の
声
だ
な
と
」

使
う
人
の
身
体
能
力
や

使
用
す
る
環
境
に
よ
り

フ
ィ
ッ
ト
で
き
る
よ
う
に

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

磐田市ヤマハ発動機本社内にある「コミュニケーションプラザ」では、オートバイやボートなどがズラリと並ぶ。
アシストタイプの「JWスウィング」、ジョイスティックタイプの「JWアクティブ PLUS＋」

　
「
人
を
車
い
す
に
近
づ
け
る
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。車
い
す
を
人
に
近
づ
け
る
の
で

す
」と
二
人
は
口
を
そ
ろ
え
て
言
い
ま
す
。

「
ま
る
で
眼
鏡
を
か
け
る
か
の
よ
う
に
、電

動
車
い
す
に
乗
る
。そ
ん
な
自
然
な
環
境
に

し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。ヤ
マ
ハ
の
電
動
車

い
す
を
使
え
ば
、い
ま
ま
で
で
き
な
か
っ
た

こ
と
が
で
き
る
。乗
る
こ
と
に
対
す
る
バ
リ

ア
を
な
く
せ
ば
、心
の
負
担
も
軽
く
な
る
。

で
き
れ
ば
健
常
者
の
方
に
も
体
験
し
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
」と
糸
賀
さ
ん
。「
小
学
校

の
福
祉
授
業
の
一
環
で
、子
ど
も
た
ち
が
電

動
車
い
す
を
試
し
た
の
で
す
が
、そ
れ
は
も

う
楽
し
そ
う
で
。車
い
す
、と
い
う
よ
り
は
、

輪
の
つ
い
た
乗
り
物
を
乗
り
こ
な
す
感
覚
。

『
ヤ
マ
ハ
の
乗
り
物
』の
一
つ
と
し
て
、

F
U
N（
楽
し
さ
）と
い
う
領
域
に
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」と
松
苗
さ

ん
。最
近
で
は
、『
J
W
女
子
』と
い
う
、当
社

の
電
動
車
い
す『
J
W
シ
リ
ー
ズ
』を
ア
ク

テ
ィ
ブ
に
乗
り
こ
な
す
女
性
ユ
ー
ザ
ー
た

ち
の
輪
も
広
が
り
、「
ヤ
マ
ハ
J
W
ガ
ー
ル

ズ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」と
題
し
た
ユ
ー
ザ
ー
参

加
型
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

電
動
車
い
す
を

「
ヤ
マ
ハ
の
乗
り
物
」

と
し
て
楽
し
ん
で
ほ
し
い

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ロングモードは疾走感が気持ちよく、ショートモードは電動アシストはしっかり機能しているが動きすぎない印象。気持ちにフィットした細かい動きができるのでストレスフリー。
「乗るのがカッコいいと思えることも大切」。バッテリーの色などのデザイン性にもこだわる

（
※
３
）　
国
立
大
学
法
人
東
京
大
学
先
端
エ
ネ
ル
ギ
ー

工
学
専
攻
・
堀
洋
一
研
究
室（
片
流
れ
制
御
）と
福
祉
技

術
研
究
所（
株
）市
川
洌
氏（
ア
シ
ス
ト
距
離
制
御
）
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ど う 変 わ る ？ 　 　 日 本 の 未 来 。

P45 P44人口ピラミッド産業別就業人口の推移

Population

日本はこの 20年ほどの短期間で一気に高齢化が進んだのが特徴です。高齢化率が 12％代から 23％代になるのにスウェーデンでは
70年かかりましたが、日本は 20 年でこれを達成してしまいました。今後は、韓国・中国などアジアの高齢化が進むといわれています。
中国では、すでに高齢者人口が１億人を超えているそうです。

1950 年には、きれいなピラミッドを描いていた日本の年齢別人口も、少子高齢化が進み
2050年には逆三角形に近いかたちに。総人口も減り続け2050年には 1 億人以下になる
と予想されていて、今とは社会の構造・産業そのものが変わってしまうでしょう。2050
年には、2.5人に 1人が高齢者というだれも体験したことのない社会がやってきます。

日本の人口ピラミッド

2
0
5
0
年
に
は
、
2.
5
人
に
一
人
が
高
齢
者

と
い
う
社
会
に
な
り
ま
す

男 女

1950年

( 千人 )

100

50

0 500500 10001000 15001500

2000年

100

50

0 500500 10001000 15001500

2050年

100

50

0 500500 10001000 15001500

( 歳 )

あのスウェーデンよりも早い？

知ってた？

日
本
国
内
で
働
く
人
の
約
半
分
が
、

情
報
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
で
働
く
、と
い
う
予
想

日本の新成長分野は７分野
2012 年に政府が発表した新成長戦略による成長分野は、「環境・エネルギー」「医療・介護・健康」「アジア経済」「観光・地域活
性化」「科学・技術・情報通信」「雇用・人材」「金融」 の７つ。また、高齢化が進む日本では、あらゆる商品・サービスで高齢者向け
の視点が欠かせなくなっていきそうです。

知ってた？

Industry

1,000

2,000

3,000

1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020

製造業から、情報・サービス業へ雇用がシフト

情報・サービス業

製造業・建設業

金融・保険・不動産業

農林水産業

流通業

3,098万人

1,149万人

（万人）

（年）

日本経済を支えてきたものづくり（製造業）で働く人の数は、1995年をピークに減少を続け
ています。メーカーが工場を海外へ移したことなどが理由で、1990 年と 2020 年では半減
近くになり、その後も減少傾向は続く見込みです。代わって数を増やすのが、情報・サービス
業。日本は、情報・サービス業が主流の国となりそうです。
データ：ワークス研究所「2020年の働くを展望する　成熟期のパラダイム転換」

P45 P44人口ピラミッド産業別就業人口の推移
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P47 P46【キャリア TOP】介護のキャリア大解剖メッセージ　右【キャリア TOP】介護のキャリア大解剖メッセージ　左

「デイサービス」

居宅介護サービス（通所型）

 「グループホーム」

居宅介護サービス（入居型）

「有料老人ホーム」

居宅介護サービス（入居型）

 「訪問介護」

居宅介護サービス（訪問型）

「介護」といってもいろいろある！
業 態 別介護のお仕事インタビュー

IN T ERV I EW

みつけよう！ 自分に合った介護のお仕事
～いろいろな介護のお仕事をのぞいてみよう～

「特別養護老人ホーム」

施設介護サービス

#1 社会福祉法人中川徳生会

#2 グリーンライフ東日本株式会社

#4 株式会社ソラスト

#3 株式会社ユニマット
リタイアメント・コミュニティ

#5 メディカル・ケア・サービス株式会社

☞Ｐ62・63「介護の仕事の探し方」のページで介護の業態について説明しています。併せてご覧ください。

介護業界には、さまざまな働き方があります。

利用者やサービスの内容によって職場は分類され

職務内容や勤務形態も大きく変わり、想像以上に多彩です。

その分、活躍できるシーンも多数。

現場で働く「ヘルプマン」たちのインタビューを通じて、

自分に合った働き方をイメージし、

彼らと共に描く未来を創造してみてください。

P47 P46【キャリア TOP】介護のキャリア大解剖メッセージ　右【キャリア TOP】介護のキャリア大解剖メッセージ　左
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P49 P48介護のキャリア大解剖　特養介護のキャリア大解剖　特養

介護のお仕事大解剖

要介護度の重い入居者を
　看護師や栄養士とのチームで介護 施設介護サービス

特別養護老人ホーム

#1
………………………………………

………………………………………

赤嶺 ひかりさん

社会福祉法人中川徳生会
特別養護老人ホーム　ビオラ市ヶ尾
介護スタッフ　

特別養護老人ホームとして、要介護度４もしくは５という重度のご利用者様10名からなる 1
ユニット（※）を担当しています。看護師や栄養士、ケアマネジャーとも連携し、常にご利
用者様の状態を共有。チームでのケアにより、自分の幅も広がっていると実感しています。

P r o f i l e

保健体育科の教員を目指して体育大学に進学しました。３年次に「介護等体験」という必修の実習があり、デイサービスでの介護業
務を体験。その後、就職課の掲示板に当法人の求人票が貼られているのを見かけ、家から近いということもあって応募しました。
2013年に入社後、特別養護老人ホーム「ビオラ三保」に配属。2015年５月、現在の「ビオラ市ヶ尾」に異動しました。

いまは育児中で日勤だけなので 8時 30分に出勤し、17時 30分に退勤しています。
午後の 1時間を挟んで、基本的にずっと 10名のご利用者様のケアに携わっています。

就業 退勤
朝食介助 排泄介助 昼食介助 休憩 入浴介助 ミーティング

ある一日の Work Style

な
ぜ
介
護
な
ん
で
す
か
？

　
元
々
、人
の
役
に
立
つ
仕
事
が
し
た
い
と

い
う
思
い
は
あ
り
ま
し
た
が
、「
介
護
の
仕

事
が
し
た
い
」と
い
う
強
い
思
い
が
あ
っ
た

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。大
学
の
必

修
科
目
で
介
護
現
場
を
体
験
し
、「
こ
う
い

う
仕
事
も
あ
る
の
か
」と
感
じ
た
と
き
が
最

初
の
出
合
い
で
す
。就
職
活
動
の
シ
ー
ズ
ン

に
な
っ
て
、就
職
課
の
掲
示
板
で
当
法
人
の

求
人
票
を
見
か
け
ま
し
た
。た
ま
た
ま
勤
務

地
が
家
か
ら
近
く
、応
募
し
た
こ
と
が
入
職

の
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。当
初
は
不
安

で
し
た
が
、研
修
で
し
っ
か
り
基
礎
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
た
の
で
、現
場
に
も
な
じ
ん
で

い
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
ね
。４
年
目
の
冬

に
介
護
福
祉
士
の
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。

　
初
め
て
入
居
す
る
方
は
、最
初
は
と
て
も

不
安
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。そ
れ
ま
で
生
活

し
て
き
た
、慣
れ
親
し
ん
だ
環
境
と
全
然
違

う
場
所
だ
か
ら
で
す
。だ
か
ら
こ
そ
、で
き

る
だ
け
不
安
な
気
持
ち
を
減
ら
す
べ
く
、声

掛
け
を
す
る
こ
と
を

心
掛
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、状
態
や
要
望

は
一
人
ひ
と
り
違
う

の
で
、ス
タ
ッ
フ
の

誰
が
交
代
で
入
っ
て

も
同
様
の
対
応
が
で

き
る
よ
う
、記
録
を

し
っ
か
り
と
っ
て
共

有
し
て
い
ま
す
。看

護
師
や
栄
養
士
も
加

わ
る
ユ
ニ
ッ
ト
会
議

で
、そ
れ
ぞ
れ
の
視

点
か
ら
意
見
を
出
し

合
い
、最
適
な
ケ
ア

が
行
え
る
よ
う
に
努

め
て
い
ま
す
。

　
私
に
は
、ま
だ
ま
だ
元
気
な
祖
父
母
が
い

ま
す
。し
か
し
、い
つ
か
要
介
護
状
態
と
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ
う
な
っ
た
と
き
、

家
族
の
誰
か
に
少
し
で
も
知
識
や
経
験
が

あ
っ
た
方
が
、本
人
た
ち
は
幸
せ
に
過
ご
せ

る
と
思
い
ま
す
。特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で

は
看
護
師
や
栄
養
士
と
関
わ
る
こ
と
も
多

く
、病
気
や
薬
の
こ
と
、高
齢
者
の
食
事
の

こ
と
な
ど
、い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
学
べ
ま

す
。せ
っ
か
く
こ
ん
な
よ
い
環
境
に
い
る
の

で
す
か
ら
、も
っ
と
学
ん
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
担
当
ユ
ニ
ッ
ト
の
、と
あ
る
ご
利
用
者
様

の
最
後
の
誕
生
会
を
私
が
企
画
し
て
開
き

ま
し
た
。甘
い
も
の
が
お
好
き
な
ご
本
人
が

食
べ
た
い
と
言
っ
た
あ
ん
み
つ
を
作
り
、ご

家
族
や
他
の
ご
利
用
者
様
も
呼
ん
で
、み
ん

な
で
お
祝
い
し
た
の
で
す
。ご
本
人
は「
お

い
し
い
」と
言
っ
て
、涙
を
流
し
て
く
れ
ま

し
た
。そ
の
穏
や
か
で
う
れ
し
そ
う
な
表
情

を
見
て
、ご
家
族
も
大
変
喜
ん
で
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。そ
の
数
日
後
、看
取
り
と

な
っ
た
の
で
す
。最
期
に
満
足
し
て
い
た
だ

け
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

研
修
で
介
護
の
基
礎
を
学
び

入
職
時
の
不
安
を
解
消

不
安
な
気
持
ち
を
減
ら
す
た
め

声
掛
け
を
心
掛
け

大
切
な
こ
と
は
？

最
後
の
誕
生
会
を
企
画

本
人
や
家
族
も
大
喜
び

仕
事
の
い
い
話
教
え
て

祖
父
母
が
要
介
護
と
な
っ
て
も

困
ら
な
い
よ
う
学
ん
で
い
き
た
い

今
後
の
目
標
は
？

（※）10人程度の少人数グループ（少人数グループをひとつの生活単位とし、個々の専用スペースと専任の職員を配置することで、個別性を重視したケアを実現させる）

P49 P48介護のキャリア大解剖　特養介護のキャリア大解剖　特養



51 5 0

介護のお仕事大解剖

P51 P50介護のキャリア大解剖　有料介護のキャリア大解剖　有料

利用者様のWantsの裏にある
　Needsを見つける

居宅介護サービス
（入居型）

有料老人ホーム

#2
………………………………………

………………………………………

な
ぜ
介
護
な
ん
で
す
か
？

　
祖
父
母
の
家
は
私
に
と
っ
て
は
〝
第
二
の

家
〞
み
た
い
な
も
の
で
、幼
少
の
こ
ろ
か
ら

よ
く
遊
び
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。年
を
と
る

と
、身
体
が
不
自
由
に
な
っ
て
い
く
も
の
だ

と
い
う
こ
と
を
自
然
に
受
け
入
れ
て
い
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。ま
た
、駅
で
困
っ
て
い
る
お

年
寄
り
を
見
か
け
た
と
き
、「
ど
う
か
さ
れ
ま

し
た
か
？
」と
声
を
掛
け
る
と
相
手
が
ほ
っ

と
し
た
表
情
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。そ
の

よ
う
な
経
験
が
、自
然
と
自
分
を
介
護
の
世

界
に
向
か
わ
せ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

難
し
そ
う
な
要
望
に
対
し
て
も
す
ぐ
に

「
N
O
」と
言
わ
ず
に
、ど
う
す
れ
ば
ご
利
用

者
様
の
要
望
に
近
づ
け
ら
れ
る
か
を
み
ん

な
で
考
え
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
ラ
イ
フ

は
、W
a
n
t
s

（
要
望
）だ
け
で

な
く
、ご
本
人
も

気
付
い
て
い
な
い

N
e
e
d
s
に
応

え
ら
れ
る
会
社
を

目
指
し
て
お
り
、

そ
の
た
め
に
は
、

そ
の
方
に
関
心
を

持
ち
そ
の
方
の
こ

と
を
よ
く
知
っ

て
、ご
利
用
者
様

に
ど
う
満
足
し
て

い
た
だ
く
か
も
大

事
な
視
点
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
全
介
護
ス
タ
ッ
フ
で
全
ご
利
用
者
様
の

ケ
ア
を
」と
い
う
考
え
で
、フ
ロ
ア
別
の
担

当
制
を
廃
止
し
ま
し
た
。い
ろ
い
ろ
な
声
も

あ
り
ま
し
た
が
、す
べ
て
の
ご
利
用
者
様
に

一
層
関
心
が
向
け
ら
れ
、ス
タ
ッ
フ
の
視
野

も
広
が
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。ま
た
、

2
0
1
7
年
春
、会
社
全
体
の
取
り
組
み

「
接
遇
マ
ナ
ー
浸
透
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
メ

ン
バ
ー
に
も
選
ば
れ
た
の
で
、「
シ
ー
ハ
ー

ツ
柏
の
葉
」が
さ
ら
に
よ
く
な
る
よ
う
積
極

的
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
１０
代
・

２０
代
の
若
い
ス
タ
ッ
フ
の
目
標
に
な
れ
る

よ
う
、さ
ら
に
経
験
を
積
み
、自
分
の
子
ど

も
に
も
誇
れ
る
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
き

た
い
で
す
。

　

ご
利
用
者
様
は
、不
安
を
感
じ
て
毎
日
を

過
ご
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。だ
か
ら
こ

そ
、
24
時
間
・
３
６
５
日
ケ
ア
を
受
け
ら
れ

る
介
護
付
き
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
、ご
利
用
者
様
と
い
ろ
い
ろ
な
お

話
を
し
て
少
し
で
も
不
安
感
を
軽
く
で
き

る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。心
に
残
っ
て
い

る
話
と
し
て
は
、お
茶
の
師
範
の
ご
利
用
者

様
が
、居
室
で
お
茶
を
た
て
て
く
だ
さ
っ
た

際
に
お
話
を
よ
く
伺
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

そ
の
方
に「
こ
こ
が
最
後
の
船
着
き
場
」と

言
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
す
。実
際
に
看

取
り
ま
で
行
い
ま
し
た
が
、最
期
ま
で
ご
満

足
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

高
齢
者
が
身
近
な
存
在

自
分
で
も
役
に
立
て
る
喜
び

W
a
n
t
s
の
裏
に
あ
る

N
e
e
d
s
を
見
つ
け
る

大
切
な
こ
と
は
？

「
こ
こ
が
最
後
の
船
着
き
場
」

最
期
の
満
足
の
言
葉
が
聞
け
た

仕
事
の
い
い
話
教
え
て

さ
ら
に
経
験
を
積
ん
で

子
ど
も
に
誇
れ
る
仕
事
を

今
後
の
目
標
は
？

P r o f i l e

２００７年に学校卒業後、介護老人福祉施設に入職しました。さらに介護の幅を広げてみたいと思い、２０１０年に当社に転職し、有料老人ホー
ム「グリーンライフ船橋」に配属になりました。「グリーンライフ船橋」では住宅型と介護付きの介護の違いを学び、両方の介護サービス
を学ぶことができました。そして、２０１６年１０月に現在の勤務先である「シーハーツ柏の葉」にケアリーダーとして異動しました。

就業 退勤
申し送り
チェック

朝礼 カンファ
レンス

水分補給 排泄・入浴・
食事介助

レクリエー
ション

入居者
状況確認

（新人指導
振り返り）

ある一日の Work Style
ケアリーダーもシフト制の勤務ですが、日勤の場合は９時００分に出勤し１７時３０分に退勤します。
ケアリーダーの主な仕事は、シフト管理や介護スタッフと一緒に現場に入り、適切に介護が提供され
ているかも確認・指導をしています。ケアマネジャー、リハビリスタッフや看護師との連携をとるため、
定期的にカンファレンスを行っています。

中村 善朗さん

グリーンライフ東日本株式会社
介護付き有料老人ホーム　シーハーツ柏の葉
ケアリーダー

一介護スタッフとしてもご利用者様のケアに携わり、全７８名のご利用者様の状態を常
に把握し、ケアリーダーとして３フロア・計３０名の介護スタッフの取りまとめを行っ
ています。

P51 P50介護のキャリア大解剖　有料介護のキャリア大解剖　有料
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介護のお仕事大解剖

P53 P52介護のキャリア大解剖　デイサービス介護のキャリア大解剖　デイサービス

親身に接することで笑顔が
　返ってくることがなによりの喜び

居宅介護サービス
（通所型）

デイサービス

#3
………………………………………

………………………………………

な
ぜ
介
護
な
ん
で
す
か
？

　

こ
の
仕
事
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
高
校

３
年
生
の
と
き
で
す
。当
時
、介
護
職
が「
３

K
」と
言
わ
れ
る
仕
事
に
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て

い
た
こ
と
か
ら
、実
際
の
現
場
が
ど
の
よ
う

な
も
の
で
あ
る
の
か
を
自
分
の
目
で
確
認

し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。そ
こ
で
、高
校
卒

業
後
は
大
学
の
社
会
福
祉
コ
ー
ス
に
進
学

し
、在
学
中
に
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
の
施
設
を

訪
問
す
る
こ
と
で
、「
生
き
た
介
護
」を
体
験

し
て
い
き
ま
し
た
。そ
し
て
、体
験
を
通
じ

て
、ひ
と
り
で
は
日
常
生
活
が
困
難
な
方
で

も
、周
囲
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
っ
て
毎
日
を
笑

顔
で
過
ご
せ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。し
か
し
同
時
に
、ス
タ
ッ
フ
同
士

の
連
携
の
と
れ
て
い
な
い
施
設
で
は
、業
務

が
う
ま
く
回
っ
て
お
ら
ず
、お
客
様
の
心
に

寄
り
添
っ
た
ケ
ア
が
で
き
て
い
な
い
実
情

も
知
っ
た
の
で
す
。そ
の
た
め
、「
丁
寧
な
介

護
に
携
わ
り
た
い
」と
の
思
い
が
よ
り
一
層

強
く
な
り
、顧
客
満
足
度
を
重
視
し
て
い
る

『
そ
よ
風
』を
選
び
ま
し
た
。

　

実
際
に
働
き
始
め
て
か
ら
は
、相
手
の
心

に
寄
り
添
う
た
め
に
、ま
ず「
相
手
を
理
解

す
る
」こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
な
介
護
を
求
め

て
い
る
か
は
人
に
よ
っ
て

さ
ま
ざ
ま
で
、一
人
ひ
と

り
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
た

め
に
は
、既
往
歴
や
家
族

構
成
な
ど
の
基
本
的
な
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、好
み
や

性
格
ま
で
し
っ
か
り
分

か
っ
て
あ
げ
る
こ
と
が
大

切
で
す
。そ
れ
以
外
に
も
、

情
報
を
得
る
た
め
に
お

し
ゃ
べ
り
を
す
る
こ
と
で

絆
が
深
ま
り
、相
手
に
信

頼
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
重
ね
な

が
ら
お
客
様
と
接
し
、密
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
中
で
、見
識
が
広
が
る
こ
と

も
こ
の
仕
事
の
楽
し
い
と
こ
ろ
で
す
。皆
さ

ん
人
生
の
大
先
輩
な
の
で
、知
識
も
経
験
も

豊
富
で
、中
に
は
戦
争
体
験
な
ど
を
聞
か
せ

て
く
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。学
生

時
代
か
ら
日
本
史
が
好
き
だ
っ
た
私
に

と
っ
て
は
と
て
も
興
味
深
い
話
ば
か
り
で
、

も
っ
と
聞
か
せ
て
ほ
し
い
と
せ
が
む
こ
と

も
あ
り
ま
す
。そ
し
て
、そ
ん
な
私
の
姿
や

喜
ぶ
顔
を
見
て
、話
し
手
の
方
が
そ
れ
以
上

の
笑
顔
を
返
し
て
く
れ
る
。そ
ん
な
笑
顔
が

生
ま
れ
る
瞬
間
が
、な
に
よ
り
も
や
り
が
い

を
感
じ
ら
れ
る
と
き
で
す
。

　

と
は
い
え
、午
前
中
か
ら
夕
方
ま
で
の
限

ら
れ
た
時
間
の
み
の
利
用
と
な
る
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
と
い
う
形
態
で
は
、ご
本
人
と
の

会
話
の
み
で
は
す
べ
て
の
ニ
ー
ズ
を
把
握

で
き
な
い
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。そ
の
た

め
、そ
れ
を
補
う
た
め
に
各
家
庭
を
訪
問
し

て
ご
家
族
に
直
接
話
を
聞
く
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、日
替
わ
り
で
音
楽
鑑
賞
会
や
工
作

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
で
、お
客
様
の

好
奇
心
を
く
す
ぐ
る
だ
け
で
な
く
、時
に
は

運
動
会
な
ど
の
行
事
を
開
催
す
る
こ
と
も

大
切
な
仕
事
の
う
ち
の
ひ
と
つ
で
す
。

心
に
寄
り
添
っ
た
介
護
で

み
ん
な
を
笑
顔
に
し
た
い

相
手
を
知
ろ
う
と
す
る
こ
と
で

信
頼
関
係
が
築
か
れ
る

大
切
な
こ
と
は
？

家
庭
訪
問
も
大
事
な
仕
事

ご
家
族
か
ら
も
話
を
聞
き

お
客
様
へ
の
理
解
を
深
め
る

楽
し
く
会
話
す
る
こ
と
で

お
互
い
笑
顔
に
な
れ
る

や
り
が
い
を
感
じ
る
瞬
間
は
？

P r o f i l e

高校３年生のときに介護・福祉の道を志したいと考え、大学は社会福祉コースに進学しました。４年間みっちりとカリキュラムをこなした
だけではなく、さまざまな現場での実習も重ねて経験を積んできました。中学・高校のころを振り返ってみても、日頃から高齢者の方が横
断歩道を渡るときには率先して手助けする方で、人の役に立てているという実感が、とにかくうれしいです。

朝礼後、お客様宅を車で回ってピックアップ。センターに戻ったら、入浴介助、昼食準備、
レクリエーションなどを経て、夕方にはご自宅に送り届けます。

就業 退勤
朝礼 送迎 入浴

サービス
集団体操 朝食＆歯磨き 日替わり

イベント開催
おやつ 送迎

ある一日の Work Style

岩住 昭平さん

株式会社ユニマット リタイアメント・コミュニティ
流山ケアセンターそよ風
介護福祉士

関わる人がみんな笑顔でいられることがうれしいです。そのためには、自分ひ
とりががんばるのでは不十分なので、チームワークの質を上げることも意識し
ています。スタッフ同士の絆を深めることが、みんなが気持ちよく過ごせる環
境づくりにもつながると考えています。

P53 P52介護のキャリア大解剖　デイサービス介護のキャリア大解剖　デイサービス
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介護のお仕事大解剖

P55 P54介護のキャリア大解剖　訪問介護のキャリア大解剖　訪問

１対１で向き合って心を
　通わせ合うことができる仕事です

居宅介護サービス
（訪問型）

訪問介護

#4
………………………………………

………………………………………

な
ぜ
介
護
な
ん
で
す
か
？

　
わ
た
し
が
訪
問
介
護
の
仕
事
を
始
め
た
の

は
４
年
前
の
こ
と
で
し
た
。将
来
の
目
標
が

無
い
ま
ま
ス
タ
ー
ト
し
た
就
職
活
動
の
一
環

で
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
で
の
介
護
を
体
験
し

た
と
こ
ろ
、あ
ま
り
の
衝
撃
に
思
わ
ず
涙
す

る
よ
う
な
出
来
事
が
あ
っ
た
ん
で
す
。

　

訪
問
先
の
施
設
で
、母
と
同
世
代
と
思
し

き
若
年
性
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
の
ご
利
用
者
さ

ま
が
大
声
を
上
げ
て
い
た
の
で
す
。動
揺
す

る
わ
た
し
を
よ
そ
に
、ま
っ
た
く
動
じ
る
こ

と
な
く
接
し
て
い
る
職
員
の
方
を
見
て
、こ

の
人
は
な
ん
て
立
派
な
人
な
の
だ
ろ
う
！

と
、自
然
に
う
る
っ
と
き
た
の
を
覚
え
て
い

ま
す
。

　

そ
の
と
き
、自
分
自
身
も
誰
か
の
役
に
立

つ
人
間
に
な
り
た
い
と
の
思
い
が
芽
生
え
、

体
験
終
了
後
も
説
明
会
に
足
を
運
ん
で
情
報

収
集
を
始
め
ま
し
た
。そ
の
結
果
、介
護
の
仕

事
が
一
番
自
分
に
し
っ
く
り
く
る
と
感
じ
、

介
護
業
界
へ
の
就
職
を
決
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
介
護
の
勉
強
な
ん
て
し
た
こ

と
が
な
い
の
で
、仕
事
を
始
め
た
こ
ろ
は
失

敗
ば
か
り
で
し
た
。仕
事
で
は
、ご
利
用
者

様
と
一
緒
に
買
い
物
に
出
掛
け
た
り
家
事

を
手
伝
っ
た
り
す
る
の
で
す
が
、学
生
時
代

も
自
宅
暮
ら
し
で
、料
理
も
洗
濯
も
ほ
と
ん

ど
や
っ
て
こ
な
か
っ
た
の

で
何
も
で
き
な
く
て
…
…
。

　

結
果
、漂
白
剤
と
洗
剤
を

間
違
え
て
あ
き
れ
ら
れ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、一

生
懸
命
働
き
な
が
ら
経
験

を
積
ん
で
い
き
、通
う
ほ
ど

に
ご
利
用
者
様
も
笑
顔
を

見
せ
て
く
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

大
変
で
は
あ
り
ま
す
が
、や
り
が
い
も
大

き
い
で
す
。実
際
、介
護
の
仕
事
に
就
い
て
い

る
と
言
う
と「
大
変
そ
う
」と
言
わ
れ
る
こ
と

が
多
い
で
す
が
、誰
か
の
役
に
立
っ
て
い
る

こ
と
を
肌
で
感
じ
ら
れ
、感
謝
の
言
葉
や
笑

顔
を
直
接
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
と

て
も
う
れ
し
い
も
の
で
す
。訪
問
サ
ー
ビ
ス

の
場
合
は
特
に
、１
対
１
で
相
手
と
向
き
合

う
た
め
、相
手
と
の
絆
も
よ
り
深
い
も
の
に

な
り
、自
分
の
存
在
に
よ
っ
て
誰
か
が
幸
せ

に
な
る
こ
と
を
強
く
実
感
で
き
ま
す
よ
。

　

も
ち
ろ
ん
、入
浴
や
排
泄
介
助
を
行
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。生
活
の
援
助
は
体
力
が
い

る
し
、時
に
は
腰
痛
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、１
対
１
の
訪
問
介
護
の
場

合
、い
ざ
と
い
う
と
き
自
分
し
か
い
な
い
の

で
、強
い
責
任
感
を
持
っ
て
仕
事
を
や
り
遂

げ
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

強
い
思
い
を
胸
に
日
々
の
業
務
を
丁
寧

に
こ
な
し
続
け
て
、2
0
1
7
年
夏
、サ
ー

ビ
ス
提
供
責
任
者
に
就
任
し
ま
し
た
。現
在

で
は
、ご
利
用
者
様
宅
訪
問
の
合
間
を
縫
っ

て
、サ
ー
ビ
ス
提
供
の
計
画
書
づ
く
り
に
も

時
間
を
割
い
て
い
ま
す
。

き
っ
か
け
は
介
護
体
験

誰
か
の
役
に
立
つ
仕
事
が

一
番
し
っ
く
り
き
た

最
初
は
う
ま
く
で
き
ず
失
敗
ば
か
り

ご
利
用
者
様
に
あ
き
れ
ら
れ
た
こ
と
も

実
際
に
介
護
の
現
場
で
働
き

始
め
て
い
か
が
で
し
た
か
？

地
道
な
努
力
が
認
め
ら
れ

サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
に
就
任

自
分
の
存
在
に
よ
っ
て

人
を
幸
せ
に
で
き
る

や
り
が
い
を
感
じ
る
瞬
間
は
？

P r o f i l e

４年前に「ソラストときわ台」に入職しました。就職活動時、さまざまな業界の説明会や面接に足を運ぶも、なかなか自分にフィットする
会社と出合うことができず悶々としていました。しかし、ソラストときわ台の面接ではそれまで経験したことがなかった居心地のよさを感
じ、介護業界に進む決意をしました。そして２０１７年、サービス提供責任者に昇格したこともあり、ますます多忙な日々を送っていますが、
その分やりがいもひとしおです。

就業 退勤
訪問介護 訪問介護 書類作成 訪問介護 訪問介護 訪問介護 書類作成

ある一日の Work Style

斎藤 明衣さん

株式会社ソラスト
ソラストときわ台 仕事をするにあたっては、自然体でいることを大切にしています。わたしから見たら皆さん大先輩。

人を見る目も何倍もあり、取り繕ってもきっとばれてしまうはずなので、常に自然体でご利用者様が安
心して過ごせるように心がけています。

わたしの場合、就業開始時間は７～８時ごろ。出社後は、数時間おきに異なるご利用者様宅を訪れて
介護を行います。１日の勤務時間７ .５時間の中で、訪れるお宅は約６軒。空き時間には書類を作成し
ます。

P55 P54介護のキャリア大解剖　訪問介護のキャリア大解剖　訪問
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介護のお仕事大解剖

P57 P56介護のキャリア大解剖　グループホーム介護のキャリア大解剖　グループホーム

心のつながりを大切に
　超高齢社会を支えていきたい

居宅介護サービス
（入居型）

グループホーム

#5
………………………………………

………………………………………

な
ぜ
介
護
な
ん
で
す
か
？

　

将
来
の
選
択
肢
と
し
て
介
護
を
考
え
始

め
た
の
は
大
学
４
年
生
の
と
き
で
し
た
。

学
校
で
は
社
会
学
を
専
攻
し
て
い
た
た
め

介
護
に
対
す
る
知
識
は
乏
し
か
っ
た
も
の

の
、小
さ
い
こ
ろ
か
ら
祖
父
母
や
そ
の
友

人
に
か
わ
い
が
っ
て
も
ら
っ
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、高
齢
者
と
接
す
る
こ
と
が
自
分

に
と
っ
て
自
然
な
こ
と
だ
っ
た
の
で
、説

明
会
な
ど
に
足
を
運
ぶ
う
ち
、す
ぐ
に
興

味
が
芽
生
え
ま
し
た
。

　

人
と
深
く
関
わ
る
仕
事
に
就
き
た
い
と

熱
望
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、「
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
を
、介
護
を
超
え
る
チ
カ
ラ
に

す
る
」の
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
た「
メ
デ
ィ
カ

ル
・
ケ
ア
・
サ
ー
ビ
ス
」に
共
感
し
て
入
社

を
決
意
し
ま
し
た
。自
分
自
身
が
人
と
人

を
つ
な
ぐ
一
翼
を
担
え
る
だ
け
の
力
を
い

ち
早
く
つ
け
た
い
と
思
い
、入
社
前
の
３

カ
月
間
、自
ら
申
し
出
て
ア
ル
バ
イ
ト
と

し
て
働
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

就
職
活
動
時
、さ
ま
ざ
ま
な
形
態
の
施
設

を
比
較
し
た
結
果
、自
分
に
は
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
が
一
番
合
っ
て
い
る
と
直
感
し
た

の
で
す
が
、実
際
に
働
き
始
め
て
す
ぐ
、正

し
い
選
択
を
し
た
と
確
信
し
ま
し
た
。

　

人
と
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
、一

人
ひ
と
り
の
性
格

を
見
極
め
な
が
ら

相
手
と
の
距
離
を

縮
め
て
い
く
こ
と

が
楽
し
い
で
す

ね
。１
対
１
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
も
、複
数

人
で
和
気
あ
い
あ

い
と
楽
し
む
時
間

も
、同
じ
く
ら
い

魅
力
的
で
す
。

　

目
の
前
の
仕
事
に
対
し
て
だ
け
で
な
く
、

介
護
業
界
全
体
が
抱
え
る
問
題
に
も
責
任

を
持
っ
て
仕
事
を
す
る
こ
と
で
す
。そ
の
た

め
に
も
ま
だ
ま
だ
勉
強
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

日
本
は
す
で
に
超
高
齢
社
会
で
す
が
、こ
れ

か
ら
は
さ
ら
に
高
齢
化
が
進
む
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。つ
ま
り
、今
後
介
護
の
ニ
ー
ズ

は
も
っ
と
高
ま
る
と
い
う
こ
と
。だ
か
ら
こ

そ
、も
っ
と
多
く
の
人
に
介
護
と
い
う
仕
事

に
興
味
を
持
っ
て
ほ
し
い
し
、自
分
は
こ
の

環
境
の
中
で
し
っ
か
り
使
命
を
ま
っ
と
う

し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　

も
ち
ろ
ん
、仕
事
で
す
か
ら
楽
し
い
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。入
浴
介
助
な
ど
リ

ス
ク
を
伴
う
シ
ー
ン
も
多
い
た
め
、日
々
、

緊
張
感
を
忘
れ
ず
に
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。同
時
に
、リ
ス
ク
を
で
き
る
限
り
軽
減

し
て
、よ
り
万
全
な
サ
ポ
ー
ト
を
提
供
で

き
る
よ
う
、知
識
を
蓄
え
て
ス
キ
ル
を
伸

ば
し
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
す
。そ
の
た

め
、仕
事
の
空
き
時
間
や
休
日
に
は
、参
考

書
籍
を
読
ん
だ
り
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た

り
し
て
研
鑽
を
積
み
続
け
て
い
ま
す
。

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
生
き
て
い
き
た
い

仲
良
く
な
る
っ
て
楽
し
い

一
人
ひ
と
り
の
個
性
に
合
っ
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
事

緊
張
感
を
持
っ
て

仕
事
を
す
る
こ
と
が
大
切

大
切
な
こ
と
は
？

業
界
や
職
場
を
盛
り
た
て
る

担
い
手
の
一
人
と
し
て

自
身
の
仕
事
を
ま
っ
と
う
し
て
い
く
　

今
後
の
目
標
は
？

P r o f i l e

２０１７年４月に新卒として入社しました。大学時代は社会学を専攻しており、よりよい社会づくりに貢献できたらとの思いから、行政や
保育の仕事も視野に入れつつも、最終的に介護の仕事を選びました。入職前には、いち早く現場に慣れて活躍できるように、自らアルバイ
トを申し出て、介護の知識やスキルを学びました。

月に５～６日は夜勤の当番日。最初のうちは生活リズムが乱れて体力的にきついと感じることも
ありましたが、次第にうまくコントロールする方法を身につけることができました。

就業 退勤
夕食介助 口腔ケア 就寝準備 日誌作成 掃除 朝食準備

（簡単な調理）

ある一日の Work Style

花本 周平さん

メディカル・ケア・サービス株式会社
愛の家グループホーム大田久が原 この業界はとにかく経験がものをいうので、一人前になるためには日々の研鑽が不可欠です。

数年後にリーダーとして後輩に自信を持って指導できるよう、いまのうちに勉強して知識を貪
欲に吸収していきたいです。

P57 P56介護のキャリア大解剖　グループホーム介護のキャリア大解剖　グループホーム
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P59 P58介護のお仕事って実際どうなの？介護のお仕事って実際どうなの？

転
職
者
の
う
ち
約
6
割
は
、

介
護
業
界
以
外
か
ら
の
転
職
者
で
す
。

QA

未
経
験
で
す
が
や
っ
て
い
け
る
で
し
ょ
う
か
。

介
護
職
員
の
約
半
分
が

「
残
業
な
し
」と
答
え
て
い
ま
す
。

QA

QA

QA

介
護
福
祉
士
は
国
家
資
格
で
す
。 

そ
れ
以
外
に
も
い
ろ
い
ろ
な
専
門
が
磨
け
ま
す
。

夜
勤
は
体
力
的
に
心
配
で
す
。

み
ん
な
ど
う
し
て
い
る
の
？

や
っ
ぱ
り
資
格
が
あ
る
と
安
心
。

専
門
職
な
ら
長
く
働
け
そ
う
。

で
き
れ
ば
残
業
ゼ
ロ
が
い
い
。

残
業
が
多
い
っ
て
聞
く
け
ど
ホ
ン
ト
？

夜
勤
明
け
は
休
日
に
す
る
な
ど
、

シ
フ
ト
調
整
を
し
て
く
れ
ま
す
よ
。

5h以上
10h未満
11.5%

その他
11.6%

5h未満
26.7%

残業なし
50.2%

1週間の残業時間を調べたところ、「な
し」と答えた介護職員が約半数。美大
出身のある介護士は、「自分の作品づ
くりの時間がとれるのが嬉しい」と、
個展を開くことを目標にがんばってい
るのだとか。

入職後に初任者研修を実施する事業
所も多く、介護技術や知識などを学べ
ます。ある事業所では、導入研修、3ヵ
月研修、6ヵ月研修と節目ごとのサポー
トも。入職後の研修体制は要チェック
ですね。

基本的な介護の資格以外に、化粧療法士などの資格も仕事に生かせます。資格があ
れば、転居などがあっても仕事を探しやすいのも魅力。自分の興味と専門性を仕事
につなげている先輩がいっぱいいますよ。

現場の職員に聞くと、夜勤明けは休日だったり、さらに翌々日の出勤時間も遅くして
もらうなどシフトを調整してくれるそうです。それでも自信がない場合は、昼間だけ
の通所型施設を選ぶのも手。

直前は
介護の仕事
ではない
59%

直前は介護の仕事
38.4%

無回答 2.6%

訪問系

ある

通所型施設
（デイサービス）

入所型施設
（老人ホームなど）

4.4%4.3%

86.4%

9.2%

2.4%

78.0％

17.6％

25.2%

72.4%

ない

無回答

介護職員の1週間の残業時間

前職のある人の状況

深夜勤務の有無

さまざまな介護の資格※2

※正規職員の場合

・介護職員初任者研修 ・ガイドヘルパー
・ケアマネジャー ・介護事務

・介護福祉士 ・社会福祉士 ・作業療法士 ・理学療法士

国家資格

民間専門資格

民間基礎資格

・化粧療法士 ・医療福祉経営士
・アートセラピスト・音楽療法士 ・学習療法士

介
護
の
お
仕
事
っ
て
実
際
ど
う
な
の
？

気
に
な
る
ギ
モ
ン
を
解
消
。

お
年
寄
り
の
生
活
を
演
出
す
る
仕
事
と
し
て
や
り
が
い
の
あ
る
介
護
職
。

一
方
で
大
変
そ
う
な
イ
メ
ー
ジ
も
あ
る
の
で
す
が
、実
際
の
と
こ
ろ
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
？

そ
こ
で
、介
護
で
働
い
て
い
る
人
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
、素
朴
な
ギ
モ
ン
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

P59 P58介護のお仕事って実際どうなの？介護のお仕事って実際どうなの？
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P61 P60介護のお仕事って実際どうなの？介護のお仕事って実際どうなの？

事業所管理者（施設長）
月給354,304円

介護職員
月給193,253円

生活相談員
月給232,575円

ケアマネジャー
（介護支援専門員）
月給247,859円

35～44歳
23.7%

45～54歳
21.0%

55歳以上
20.7%

無回答 2.2%

34歳以下
32.4%

平均月給

10%未満
58.5%

10～30％
未満
22.6%

30％以上
18.8%

正規職員として就職

結婚　第一子出産

第二子出産

シフト調整しながら仕事を続ける

第三子出産

準職員になり夜勤を再開

正規職員に復帰

時間を選べるパートタイム勤務に

※介護職員（正規職員）の場合

介護のお仕事って実際どうなの？気になるギモンを解消。

QA

QA

働
く
人
の
約
8
割
が
女
性
。

子
育
て
と
両
立
す
る
マ
マ
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

お
給
料
は
い
く
ら
く
ら
い
も
ら
え
る
の
？

結
婚
も
出
産
も
子
育
て
も
し
た
い
。

仕
事
と
両
立
で
き
ま
す
か
？

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
す
る
ご
と
に
収
入
も
ア
ッ
プ
。

管
理
者
な
ら
月
給
35
万
円
を
超
え
ま
す
。

都合にあわせて、正規職員やパートタイム勤務を選べたり、保育園を併設するなど
子育てしながら働きやすい環境を整えているところも。働くママが多いので、お互い
に助け合う環境もできているようです。

介護職から始めて、生活相談員やケアマネジャーなど仕事の幅が広がるごとに収入
もアップ。管理者では月収約35万円に！事業所の数は今後も増えていくので、収入
アップのチャンスも増えそうですね。

平均月給

Ａさんの場合※2

QA

QA

離
職
率
10
%
未
満
の
事
業
者
が
約
60
%
で
す
。

な
ん
と
な
く
年
配
の
人
が
多
そ
う
だ
け
ど
、

職
場
に
若
い
人
は
い
る
の
？

や
め
る
人
が
多
い
と
聞
き
ま
す
が
本
当
で
す
か
？

介
護
職
員
の
約
3
割
が
34
歳
以
下
で
す
。

業界全体の離職率は16.1％、産業全体（14.4％）とさほど変わりません。細かくみて
いくと、1年以内の離職率が10％未満とほとんど辞めないところが約6割。事業所ご
との差が大きいようです。

業界全体の平均年齢は45.1歳。そのうち、34歳以下の割合は23.3%。介護職員に
絞ると、さらにその割合が増えて32.4%にも。職場でも気の合う同年代の仲間がで
きそうです。

介護職員の年齢

各介護事業所における1年以内の離職率※1

データ出典：（公財）介護労働安定センター 「平成24年度 介護労働実態調査」　※1はBusiness Labor Trend 2012.11（独立行政法人労働政策研究・研修機構） ※2は除く

P61 P60介護のお仕事って実際どうなの？介護のお仕事って実際どうなの？
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P63 P62実際に介護業界に入るには ? 実際に介護業界に入るには ?実際に介護業界に入るには ?実際に介護業界に入るには ?P63 P62
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P65 P64集客コンテンツ集客コンテンツ

だれしもが、かけがえのないひとりひとり、ということ。
ひとりではできないことも、あなたとならできる、ということ。

そんなシンプルなことを実現するために、
寄り添い、耳を傾け語りかけ、生活をともに歩むプロがいる。

「高齢者」になるとできることは減って、
できないことは仕方なく誰かにやってもらわなければならない。

そんな思い込みを、創造的に超えていくプロがいる。

今から約 40 年後の 2060 年。
日本は２.５人に１人が「高齢者」になる。

そのとき、あなたやわたしが生きている社会が、
自分らしく、ともに生きていける社会であるために。

自分自身も幸せに年を重ねていける社会を、
わたしたちと一緒に創りませんか？

自分らしく、ともに生きる プロとして。

一人でも多くの人が介護業界でイキイキと働くことができる
  それが HELPMAN JAPAN が実現したい世界です

介護業界で働く方たちが介護業界の同期と意見交換することで
業界の底上げを狙う研修を提供しています。介護業界初心者の
方からベテランの方まで、より意欲高く働けるよう HELPMAN 
JAPAN は尽力しています。

詳しくはこちら https ://he lpmanjapan.com/lp/biz/?aboutus

採用支援事業

HELPMAN JAPAN は、介護業界初心者
の方からベテランの方まで、介護の現場で
働く方たちがよりキャリアアップを目指せ
る職場・より自分に合った職場を見つけら
れるよう、採用支援事業を通じて介護の現
場で働く方たちを応援しています。

https :// job.he lpmanjapan
.com/lp2/

ケアトレ

介護業界で働く方たちが、働きながら無理
なく資格取得できるよう、過去問から予想
問題まで、詳しい解説付きで無料でご提供
しています。
HELPMAN JAPAN は、介護の現場で働
く方たちの資格取得を応援しています。

https ://caretore .com/
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HELPMAN JAPANは介護職員がイキイキと活躍するために
介護業界の各階層別に合わせた定着支援プログラムを開発しています

研修事業

現場の雰囲気も、面接対策も教えてくれる。 
介護業界特化型転職支援サービス スマホではじめる 介護福祉士 試験対策

☞

☞

詳しくはこちら ☞ 詳しくはこちら
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オフィシャルサイト

介護業界で働く人・働きたい人、興味がある人向けの情報サイト「HELPMAN JAPAN（ヘルプマンジャパン）」は、
超高齢社会日本で、多くの人が介護業界に興味を持ちたくなるような、介護の最新情報を発信中！！

最新トレンド

he l pma n j a p a n . c om
ヘルプマン ジャパン 検索

介護業界は成長著しい業界で、日に日に
進歩しています。 その中でも注目すべき事
例を取材し、情報を発信します。

介護の現場から
介護をする人・される人の間に生まれる
強い絆。
人と人とがホンネで向き合い、お互いを理
解し合うことができれば、そこには強い絆
が生まれます。

いま、介護の現場ではどのようなことが起
こっているのか。現場で働く方へのインタ
ビューを通じて、介護の現実と、彼らの描
く理想の姿を公開します。

介護業界人事部から
全国の介護事業者の人材にまつわるさま
ざまな事例を独自取材！介護業界の人事
の皆さまにとって役に立つ記事の発信を目
指していきます。

official  site

介護に関わる皆さまを応援 !!!

ヘルプマン

最新トレンド ヘルプマン 介護の現場から 介護業界人事部から

小川  テル さん

社会福祉法人常盤会
特別養護老人ホーム  ときわ園

（ご利用者）

畠山  トキ子 さん

社会福祉法人常盤会
特別養護老人ホーム  ときわ園
（職員）

小川さんはお出かけが大好き。お出かけをいつも楽しみにしている。職員の畠山さんは、

小川さんにもっと元気になってもらいたいと、小川さんの地元を車で回る地元凱旋ツ

アーを企画した。当日「あ！ ここは昔通った小学校！ 神社もある！」と楽しそうな小

川さん。ツアーでますます元気になった小川さんは、お昼ご飯を完食。畠山さんも一

安心だ。やっぱり小川さんはお出かけが好きなんだと思った畠山さん。いまではよく

施設の周りを一緒にお散歩されているそう。今日はときわ園自慢の庭園でお散歩だ。

2 0 1 8 3
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これからの介護をつくる人たち。

。
ち
た
人
る
く
つ
を
護
介
の
ら
か
れ
こ


	A4_A5
	A6_A7
	A10_A11
	A12_A13
	A14_A15
	A16_A17
	A18_A19
	A20_B21
	C22_C23
	C24_C25
	C26_C27
	C28_C29
	C30_C31
	C32_C33
	C34_C35
	C36_C37
	C38_C39
	C40_C41
	C42_C43
	D44_D45
	E48_E49
	E50_E51
	E52_E53
	E54_E55
	E56_E57
	F58_F59
	F60_F61
	G62_G63
	H64_H65



